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2広報あかいわ（平成18年4月号） 

　
合
併
に
よ
り
、
人
口
お
よ
そ

四
万
五
千
六
百
人
の
赤
磐
市
が

誕
生
し
て
か
ら
一
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
生
活
は
ど

う
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

　
合
併
前
に
策
定
し
た
新
市
建

設
計
画
で
は
、
人
”い
き
い
き
“ま

ち
”き
ら
り
“健
康
で
心
が
か
よ

い
あ
う
住
民
主
体
の
い
き
い
き

し
た
ま
ち
、
活
力
に
あ
ふ
れ
、

個
性
が
き
ら
り
と
輝
く
存
在
感

の
あ
る
ま
ち
を
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
と
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
こ
の
一
年
、
十
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

す
赤
磐
市
総
合
計
画
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
策

定
。
住
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
一
年
で
し
た
。 

　
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
た
一
年

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
な
取
り
組
み
や
今
後

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

7
日 

 

1
日 

3
日 

8
日 

 

10
日 

11
日 

17
日 

  

19
日 

¡
開
庁
式 

 

¡
「
広
報
あ
か
い
わ
」
創
刊
号
発
行 

¡
赤
磐
地
区
消
防
操
法
訓
練
大
会 

¡
市
立
小
学
校
入
学
式
（
十
二
校
） 

¡
市
立
中
学
校
入
学
式
（
五
校
） 

¡
赤
磐
市
長
選
挙
・
赤
磐
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
告
示 

¡
市
立
幼
稚
園
入
園
式
（
九
園
） 

¡
赤
磐
市
長
選
挙
・
赤
磐
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日 

　（
市
内
二
十
九
投
票
所
） 

　
初
代
市
長
・
初
代
議
員
二
十
六
人
誕
生 

¡
荒
嶋
龍
一
市
長
初
登
庁 

3月 4月 

■
総
合
計
画
の
策
定
状
況 

〔
取
り
組
み
の
内
容
〕 

　
平
成
十
八
年
度
を
初
年
度
、

平
成
二
十
七
年
度
を
目
標
年
度

に
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
を
「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
快
適
な
ま
ち
」
「
自
然

と
文
化
を
生
か
し
た
う
る
お
い

の
あ
る
ま
ち
」
「
活
力
あ
る
個

性
豊
か
な
ま
ち
」
「
行
政
と
協

働
で
築
く
市
民
主
体
の
ま
ち
」

と
定
め
ま
し
た
。 

　
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
、
そ
の
概
要
版

を
広
報
五
月
号
と
と
も
に
皆
さ

ん
へ
お
届
け
し
ま
す
。 

■
設
置
さ
れ
た
地
域
審
議
会 

〔
取
り
組
み
の
内
容
〕 

　
合
併
に
よ
り
地
域
の
声
が
行

政
に
届
き
に
く
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
懸
念
に
対
応

し
、
地
域
の
住
民
の
意
見
を
新

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
四
地
域
の
各
界
各
層

か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
で
構
成

す
る
「
地
域
審
議
会
」
を
旧
町

単
位
で
設
置
し
ま
し
た
。
設
置

期
間
は
十
年
間
で
す
。 

 

■
市
立
学
校
の
通
学
区
域
の
見
直
し 

〔
取
り
組
み
の
内
容
〕 

　
通
学
区
域
検
討
委
員
会
を
設

置
し
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
は
答
申
を
い
た
だ
き

ま
す
。 

広
報
広
報
あ
か
い
わ
で
見
る
見
る
こ
の
一
年 
広
報
広
報
あ
か
い
わ
で
見
る
見
る
こ
の
一
年 
広
報
あ
か
い
わ
で
見
る
こ
の
一
年 

合
併
一
周
年
特
集 

赤
磐
市
誕
生
か
ら
一
年 

▲3月7日 8：30 業務開始 

▲まちづくり審議会 



3 広報あかいわ（平成18年4月号） 

 

10
日 

  

22
日 

　 

  

2
日 

6
日 

 
1
日 

17
日 

19
日
〜 

　
月
　
日 

27
日 

31
日 

  

1
日 

 

4
日 

7
日 

10
日 

12
日 

20
日 

27
日 

30
日 

 

¡
赤
磐
市
議
会
臨
時
議
会（
初
代
議
長
に
山
田
秀
士
氏
） 

¡
教
育
委
員
会
委
員
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
会
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
決
定 

¡
城
山
公
園
ま
つ
り 

 

¡
六
月
定
例
議
会
で 

　
平
成
十
七
年
度
当
初
予
算
が
可
決 

¡
赤
磐
市
愛
育
委
員
会
協
議
会
発
足 

¡
赤
磐
市
栄
養
改
善
協
議
会
発
足 

 

¡
Ｊ
Ａ
あ
か
い
わ
で
桃
の
自
動
選
果
機
導
入 

¡
赤
磐
市
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ド
イ
ツ
の
森 

¡
赤
磐
市
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト 

　
調
査
実
施（
十
八
歳
以
上
の
市
民
二
千
人
） 

¡
助
役
二
人
選
任 

¡
赤
磐
市
合
併
記
念
式
典 

¡
赤
磐
市
の
市
章
決
定 

 

¡
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員
、
行
財
政
改
革
審
議
会
委
員
募
集 

　
（
公
募
各
二
人
） 

¡
県
知
事
を
迎
え
、
夢
づ
く
り
地
域
サ
ミ
ッ
ト 

¡
赤
磐
市
夏
ま
つ
り 

¡
後
楽
園
で
国
体
の
炬
火
集
火
式 

¡
四
地
域
で
地
域
審
議
会
発
足 

¡
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム 

¡
備
前
阿
波
お
ど
り
祭
り 

¡
衆
議
院
議
員
選
挙
公
示 

5月 6月 7月 8月 

●
山
陽
地
域
　
Ｓ
さ
ん 

　
ご
近
所
の
お
年
寄
り
か
ら
、

買
い
物
な
ど
バ
ス
の
便
が
少

な
く
て
困
る
と
い
う
こ
と
を

聞
き
ま
す
。
バ
ス
便
を
増
や

し
て
欲
し
い
で
す
。 

〔
取
り
組
み
〕 

　
交
通
の
利
便
性
に
つ
い
て

は
、合
併
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
、総
合
計
画
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
調
査
し

検
討
し
て
い
ま
す
。 

　
市
議
会
で
も
、交
通
問
題

調
査
特
別
委
員
会
を
三
月
定

例
会
で
設
置
し
、市
内
の
交

通
問
題
な
ど
全
般
を
調
査
研

究
し
て
い
き
ま
す
。 

  

●
赤
坂
地
域
　
Ｔ
さ
ん 

　
合
併
し
て
参
加
で
き
る
公

民
館
活
動
が
増
え
た
の
は
う

れ
し
い
の
で
す
が
、教
育
委

員
会
が
な
く
な
っ
た
の
で
不

便
な
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。 

〔
取
り
組
み
〕 

　
教
育
委
員
会
は
本
庁
に
統

合
し
ま
し
た
が
、合
併
時
に

赤
坂
、熊
山
、吉
井
公
民
館
内

に
教
育
委
員
会
分
室
を
設
け

対
応
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

  

●
山
陽
地
域
　
Ｏ
さ
ん 

　
市
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

何
か
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
気
運
の
高
ま
り

は
近
所
の
人
た
ち
と
話
す
中

で
感
じ
ま
す
。
そ
の
何
か
は
、

若
い
人
を
含
め
て
こ
こ
に
住

み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

る
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
ま
た
、交
差
点
の
ち
ょ
っ
と

し
た
空
間
に
花
壇
を
作
っ
て

訪
れ
る
人
を
心
地
よ
く
す
る

と
か
、景
観
の
美
し
さ
も
考

え
て
ほ
し
い
で
す
。 

〔
取
り
組
み
〕 

　
ま
さ
に「
活
力
あ
る
、住
み

よ
い
、住
み
た
い
、赤
磐
市
」

は
赤
磐
市
総
合
計
画
で
示
し

た
本
市
の
将
来
像
で
す
。
市

民
の
気
運
の
高
ま
り
の
う
え

皆
さ
ん
と
と
も
に
美
し
い
住

み
よ
い
赤
磐
市
を
目
指
し
ま

す
。 

広
報
あ
か
い
わ
で
見
る
こ
の
一
年 

広
報
あ
か
い
わ
で
見
る
こ
の
一
年 一般会計 

１７５億１９５６万円 

8
　
2
 



4広報あかいわ（平成18年4月号） 

大
林 

素
子 

さ
ん 

™
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー 

™
ソ
ウ
ル
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
出
場 

永
富 

有
紀 

さ
ん 

™
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
出
場 

見
学
は
自
由
で
す
。 

◆
日
　
時 

　
四
月
二
十
三
日（
日
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時（
予
定
） 

◆
会
　
場 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ 

　
　（
赤
磐
市
正
崎
一
三
六
八
） 

◆
講
　
師 

　 
         

◆
参
加
者 

　
市
内
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
よ
り
選
抜（
六
十
人
程
度
） 

　（
参
加
者
の
一
般
募
集
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ

　
さ
い
。
） 

　
※
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

◆
問
い
合
わ
せ
先 

¡
赤
磐
市
役
所
企
画
課
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

¡
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」
係 

　
1
０
８
６（
２
１
４
）４
７
１
４ 

 

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

選
手
の
指
導
が
間
近
で 

見
ら
れ
る
よ
!!
 

赤
磐
市
市
制
施
行
一
周
年
記
念 

10
〜
12
日 

 

11
日 

 

1
日 

   

2
日 

16
日 

22
〜
27
日 

      

5
日 

11
日 

12
〜
13
日 

13
日 

15
日 

19
〜
20
日 

  

4
日 

3
〜
18
日 

 

¡
国
体
夏
季
大
会 

　
吉
井
地
域
で
ゴ
ル
フ
（
青
年
男
子
）
競
技 

¡
衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
日 

 

¡
国
勢
調
査 

   

¡
周
匝
の
吉
井
川
河
川
敷
で
コ
ス
モ
ス
・
案
山
子
祭
り 

¡
赤
磐
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in
吉
井 

¡
国
体
秋
季
大
会 

　
山
陽
地
域
で
成
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
六
人
制
競
技
、
熊

　
山
地
域
で
成
年
男
女
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
、
吉
井
地
域
で
自
転

　
車
（
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
）
競
技
、
赤
坂
地
域
で
デ
モ
ス
ポ

　
の
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
地
元
シ
ー
ガ
ル
ズ
が
国
体
四
連
覇
達
成 

　
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
で
地
元
チ
ー
ム
が
準
優
勝 

¡
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
文
化
祭 

¡
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
（
以
後
四
回
開
催
） 

¡
文
化
祭
（
熊
山
公
民
館
） 

¡
第
十
七
回
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り 

¡
行
財
政
改
革
審
議
会
（
以
後
四
回
開
催
） 

¡
赤
磐
市
ふ
れ
あ
い
広
場
in
山
陽 

¡
公
民
館
ま
つ
り
・
文
化
祭
（
中
央
・
赤
坂
・
吉
井
公
民
館
） 

 

¡
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い 

¡
「
直
原
玉
青
画
伯
追
悼
展
」 

 

9月 10月 11月 12月 

赤磐市の人口：４３,９１７人 
男性：２０,７８９人 
女性：２３,１２８人 



5 広報あかいわ（平成18年4月号） 

 

8
日 

  

15
日 

21
〜
25
日 

　
〜
　
日 

12
日 

  
22
日 

26
日 

 

3
日 

 

4
日 

10
日 

18
〜
19
日  

¡
成
人
式 

  

¡
赤
磐
市
消
防
団
初
出
式 

¡
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
（
市
内
八
会
場
） 

 

¡
三
遊
亭
楽
太
郎
の
「
笑
い
あ
る
人
生
」
文
化
講
演
会 

¡
永
瀬
清
子
生
誕
百
年
記
念
朗
読
会 

¡
美
作
岡
山
道
路
熊
山
・
佐
伯
間
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
ク 

¡
美
作
岡
山
道
路
熊
山
・
佐
伯
間
開
通 

¡
赤
磐
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙 

 
¡
平
成
十
七
年
岡
山
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

　
「
特
選
」
十
月
号
表
紙
写
真
、
「
入
選
」
十
一
月
号
作
品 

¡
赤
磐
市
（
一
部
地
域
除
く
）
の
市
外
局
番
が
三
け
た
に 

¡
東
海
林
の
り
子
の
「
幸
せ
の
か
た
ち
」
講
演
会 

¡
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
地
域
に
エ
ー
ル
い
き
い
き
赤
磐
」 

   

1月 2月 3月 

●
熊
山
地
域
　
Ｏ
さ
ん 

　
合
併
し
て
、熊
山
で
あ
っ

た
花
火
大
会
が
な
く
な
っ
て

寂
し
く
思
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、医
療
費
が
合
併
し

て
か
ら
本
庁
へ
行
か
な
い
と

現
金
で
も
ら
え
な
く
な
っ
て
、

面
倒
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。 

〔
取
り
組
み
〕 

　
場
所
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
が
今
年
は
花
火
大
会

を
行
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、金
融
機
関
に
あ

る
口
座
で
の
受
け
取
り
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。
一
度
登

録
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
毎

回
振
り
込
み
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

●
吉
井
地
域
　
Ｕ
さ
ん 

　
合
併
し
て
乳
幼
児
検
診
を

受
け
る
の
に
山
陽
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
行
く
こ
と
に
な
っ

て
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
近
く
で
受
け
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
助
か
る
と

思
い
ま
す
。 

〔
取
り
組
み
〕 

　
平
成
十
八
年
度
は
、吉
井

保
健
セ
ン
タ
ー
で
乳
児
健
康

診
査
、一
歳
六
カ
月
児
健
康

診
査
、三
歳
児
健
康
診
査
、二

歳
六
カ
月
児
歯
科
検
診
を
行

う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

 

合
併
し
て
一
年
。皆
さ
ん
は
ど
ん
な
一
年
で
し
た
か
。 

赤
磐
市
が
新
し
い
歴
史
を
刻
み
始
め
た
一
年
。 

次
の
歴
史
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

新成人対象者 
男性：２７７人 
女性：２３７人 
合計：５１４人 

28
　
30
 



6広報あかいわ（平成18年4月号） 

市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や決算書において公表していますが､市民
の皆さんに､より一層のご理解をいただくため､その状況についてお知らせします。 

住民基本台帳人口 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 

45,470人 

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料等が含まれています。 

平成17年3月31日 

19,773,241 3,935,579 19.9％ 

平均給料月額  平均年齢  

320,400円 43.10歳 

区　　分 決定初任給 採用2年経過日給料月額 

大学卒 一　般 
行政職 

一　般 
行政職 

166,500円 184,400円 

高校卒 138,800円 148,500円 

区　　分 

大学卒 

高校卒 

経験年数10年 

254,050円 

208,900円 

経験年数15年 

318,643円 

263,700円 

経験年数20年 

343,500円 

315,467円 

主な職務内容 

区　分 

全職員 

職員数 

構成比 

主事補 

1人 

0.3％ 

主任 

48人 

16.3％ 

主事 

35人 

11.9％ 

主査・係長 

81人 

27.4％ 

主事 

17人 

1級 4級 3級 5級 2級 

5.8％ 

主な職務内容 

職員数 

構成比 

主幹 

39人 

13.2％ 

部長 

5人 

1.7％ 

課長 

38人 

12.9％ 

計 

295人 

100.0％ 

課長補佐 

31人 

6級 9級 8級 7級 

10.5％ 

（2）時間外勤務手当（平成16年度） 

（4）特殊勤務手当（平成17年4月分） 

支　　給　　総　　額 106,088千円 

239千円 職員1人当たり平均支給年額 

16,627千円 1人当たり平均支給額（平成16年度） 

436人 

※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。 

千円 

1,680,408
千円 

千円 千円 

237,603
千円 

676,677
千円 

2,594,688
千円 

5,951

職員数 
（A） 

1人当たり 
給 与 費 
（B/A） 

給　　　与　　　費 

給　料 計（B） 職員手当 
（期末・勤勉除く） 

期末・勤勉 
手　　当 

q人件費の状況（平成16年度普通会計決算） 

e職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成17年4月現在） 

r職員の初任給の状況（平成17年4月現在） 

y一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成17年4月1日現在） 

u職員手当の状況 

t職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成17年4月現在） 

w職員給与費の状況（平成17年度普通会計当初予算） 

行政職給料表 
（一） 

行政職給料表 
（一） 

制度上の段階、職務の級等による加算措置 

区　分 

（1）期末・勤勉手当（平成17年4月1日現在） 

支　　　給　　　割　　　合 

6月期 

12月期 

計 

期末手当 

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 

勤勉手当 

0.70月分 

0.70月分 

1.40月分 

有 

勤続20年 

（3）退職手当（平成17年4月1日現在） 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度額 

21.00月分 

33.75月分 

47.50月分 

59.28月分 

27.30月分 

区　　分 自己都合 勧奨・定年 

42.12月分 

59.28月分 

59.28月分 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

区　　　　分 全職種 

支給対象職員1人当たり平均支給月額 

7.5％ 

35,100円 

手当の種類（手当数） 

手当の名称 

防疫等手作業手当 

ごみ処理手当 

下水処理手当 

放射線業務手当 

医師業務手当 

検査業務手当 

夜間看護業務手当 

主な支給対象職員 

作業従事職員 

ごみ処理センター勤務職員 

浄化センター勤務職員 

病院勤務職員 

病院勤務職員 

病院勤務職員 

病院勤務職員 

主な支給対象業務 

感染症の防疫業務 

ごみの処理業務 

下水の処理業務 

放射線を照射する業務 

医師の業務 

検査の業務 

深夜行われる看護等の業務 

7



7 広報あかいわ（平成18年4月号） 

区　分 

給料 

報酬 

市　長 

給料･報酬 
月額 

890,000円 

助　役 720,000円 

収入役 640,000円 

議　長 455,000円 

副議長 380,000円 

議　員 350,000円 

住居手当 持ち家（新築･購入等から5年）､借家等の区分により 
月額2,500円～27,000円 

通勤手当 

交通機関 
利用職員 

交通用具 
利用職員 

定期代の月額（支給単位期間に基づく） 
支給限度月額55,000円 

通勤距離区分により支給 
月額1,200円～24,500円 

職員数（人） 対前年増減数（人） 
H16 H17H14 H15

区　分 

特別行政（教育） 
普 通 会 計 計 

※期末手当支給割合 

議　　会 
総　　務 
税　　務 
民　　生 
衛　　生 
労　　働 
農　　水 
商　　工 
土　　木 
小　　計 
 
 
病　　院 
水　　道 
下 水 道 
そ の 他 
小　　計 
合　　計 

8 
96 
29 
73 
43 
  
34 
1 
35 
319 
141 
460 
45 
19 
20 
22 
106 
566

8 
103 
28 
73 
41 
  
31 
1 
33 
318 
142 
460 
47 
19 
20 
22 
108 
568

8 
100 
29 
76 
39 
  
28 
1 
32 
313 
136 
449 
44 
19 
20 
23 
106 
555

5 
107 
24 
77 
41 
  
30 
1 
29 
314 
118 
432 
42 
19 
25 
13 
99 
531

H16 H17H14 H15

  
4 
  
7 
1 
  
2 
  
1 
5 
1 
6 
1 
1 
1 
4 
3 
9

  
7 
1 
　 
2 
  
3 
  
2 
1 
1 
　 
2 
　 
　 
　 
2 
2

  
3 
1 
3 
2 
  
3 
  
1 
5 
6 
11 
3 
　 
　 
1 
2 
13

3 
7 
5 
1 
2 
  
2 
  
3 
1 
18 
17 
2 
　 
5 
10 
7 
24

一
般
行
政
部
門 

公
営
企
業
等 

i特別職の報酬等の状況（平成17年4月現在） 

o定員(部門別職員数)の状況（平成17年4月1日現在） 

※職員とは､一般職の職員を指し休職者･派遣職員を含み 
　臨時･非常勤職員を除きます。 

6月期 12月期 計 

1.60月分 1.70月分 3.30月分 

1.60月分 1.70月分 3.30月分 

※実支給割合は､市長､助役､収入役の場合､上記率に140/100を 
　議長､副議長､議員の場合､115/100を乗じて得た割合となります｡ 

区 　 　 分  

配　偶　者 

配偶者以外の1人目 

満16歳の年度初めから 
満22歳の年度末までの子 

配偶者以外の2人目 

配偶者以外の3人目以降 

月　　　額 

13,000円 

6,000円､6,500円､11,000円 

6,000円 

5,000円 

5,000円加算 
　／1人当たりにつき 

扶養手当 

（5）その他（平成17年4月現在） 
　２月２６日執行の赤磐市農業委員会委員選挙は、無
投票で２５人が当選されました。 

●当選者名〈敬称略〉　　　　　　 
【第一選挙区】 
　國末康昭（馬　屋）　　故引武彦（穂　崎） 
　藤原忠男（長　尾）　　林　政則（日古木） 
　　岡道晴（二　井）　　國塩保信（神　田） 
　河本達郎（鴨　前）　　戸田義政（下仁保） 
【第二選挙区】 
　重松　積（東窪田）　　小坂一夫（山　口） 
　杉本孝昭（東軽部）　　　山　嵩（今　井） 
　金延兼市（惣　分） 
【第三選挙区】 
　　山　彰（可真下）　　村西徹夫（野　間） 
　津田富生（沢　原）　　森定　知（　岡　） 
　岡野　眞（河田原）　　伊永祐雄（勢　力） 
【第四選挙区】 
　長田稔美（周　匝）　　小川　久（滝　山） 
　岡田弘志（八島田）　　戸川　勇（平　山） 
　歳森正一（仁堀東）　　本城槇男（小　鎌） 
 
　また、赤磐市議会とあかいわ農協からの推薦によ
り、５人が選任されました。〈敬称略〉 

【赤磐市議会推薦】 
　藤原克己（沼　田）　　藤原孟浩（小　原） 
　岡野　進（吉　原）　　岡森裕幸（周　匝） 
【あかいわ農協推薦】 
　小林喜孝（佐　古）　　　　　　　　 

　赤磐市農業委員会は以上の３０人で構成され、今
後３年間にわたって農地法に基づく農地利用関係の
調整や赤磐市の農業振興にあたります。 
 

　２月２８日（火）、平成１７年度就業奨励金の支給式
が行われました。 
　これは農業に就業した青年が自信と誇りを持った
経営を確立し、地域農業の中核者となるよう育成す
ることを目的に岡山県農林漁業担い手育成財団と
市が支給しています。 
　荒嶋市長、東備農業改良普及センター村上所長が
「地域農業の担い手として頑張ってほしい」と激励。
受給者が「地域農業の担い手として頑張ります」と
抱負を述べられました。 
　受給者は次のとおりです。〈敬称略〉 

　●大森啓二朗（山　陽）　●河田哲也（野　間） 
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※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
本

　
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。 

 

¡
第
六
十
一
回
国
体
冬
季
大
会
ス

　
キ
ー（
群
馬
県
片
品
村
） 

　
【
大
回
転
男
子
】 

¡
全
国
高
校
総
体
ス
キ
ー
大
会 

　（
秋
田
県
鹿
角
市
） 

　
【
ア
ル
ペ
ン
男
子
】 

◇
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校
二
年
生 

　
小
林
尚
人（
桜
が
丘
東
６
丁
目
） 

             

¡
二
〇
〇
六
全
日
本
綱
引
選
手

　
権
大
会（
千
葉
市
） 

　
【
女
子
の
部
】 

◇
小
泉
寿
枝（
山
陽
５
丁
目
） 

       

¡
平
成
十
七
年
度
全
国
高
等
学

　
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会 

　（
静
岡
県
田
方
郡
修
繕
寺
町
） 

　
【
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
】 

　
【
個
人
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
】 

◇
岡
山
県
立
東
岡
山
工
業
高
等

　
学
校
一
年
生 

　
高
田
大
輔（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 
         

   

　
二
月
十
一
日（
土
）、高
陽
中
学

校
格
技
場
を
会
場
に
、百
余
人
の

小
学
生
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 
 【

団
体
戦
】 

¡
優
　
勝
　
山
陽
柔
道
教
室
Ａ 

¡
準
優
勝
　
磐
梨
武
道
館
Ａ 

¡
第
三
位
　
磐
梨
武
道
館
Ｂ 

【
個
人
戦
】 

◇
女
子
一
・
二
・
三
年
の
部 

¡
優
　
勝
　
古
崎
加
奈
子 

　
　
　
　
　
　（
五
城
・
三
年
） 

¡
準
優
勝
　
三
宅
　
奈
那 

　
　
　
　
　
　（
平
島
・
二
年
） 

¡
第
三
位
　
朝
倉
満
里
奈 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
東
・
三
年
） 

¡
第
三
位
　
日
笠
優
希
美 

　
　
　
　
　
　（
豊
田
・
二
年
） 

◇
女
子
四
・
五
・
六
年
の
部 

¡
優
　
勝
　
横
谷
　
美
咲 

　
　
　
　
　
　（
磐
梨
・
六
年
） 

¡
準
優
勝
　
横
谷
　
愛
美 

　
　
　
　
　
　（
磐
梨
・
五
年
） 

¡
第
三
位
　
吉
田
　
弥
子 

　
　
　
　
　
　（
桜
が
丘
・
五
年
） 

¡
第
三
位
　
水
島
麻
理
奈 

　
　
　
　
　
　（
千
種
・
五
年
） 

◇
男
女
混
合
一
・
二
年
の
部 

¡
優
　
勝
　
三
宅
　
奈
那 

　
　
　
　
　
　（
平
島
・
二
年
） 

¡
準
優
勝
　
石
原
　
将
稀 

　
　
　
　
　
　（
磐
梨
・
二
年
） 

¡
第
三
位
　
津
田
　
晃
希 

　
　
　
　
　
　（
磐
梨
・
二
年
） 

¡
第
三
位
　
笹
埜
　
将
史 

　
　
　
　
　
　（
千
種
・
二
年
） 

◇
男
女
混
合
三
・
四
年
の
部 

¡
優
　
勝
　
石
原
　
亮
太 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
西
・
四
年
） 

¡
準
優
勝
　
三
浪
　
秀
公 

　
　
　
　
　
　（
豊
田
・
四
年
） 

¡
第
三
位
　
岩
下
　
　
誠 

　
　
　
　
　
　（
旭
竜
・
四
年
） 

¡
第
三
位
　
村
上
　
紗
英 

　
　
　
　
　
　（
磐
梨
・
四
年
） 

◇
男
女
混
合
五
・
六
年
の
部 

¡
優
　
勝
　
西
本
　
与
将 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
・
六
年
） 

¡
準
優
勝
　
佐
藤
　
大
基 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
東
・
六
年
） 

¡
第
三
位
　
石
原
　
信
之
介 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
西
・
六
年
） 

¡
第
三
位
　
三
宅
　
成
直 

　
　
　
　
　
　（
平
島
・
五
年
） 

    

　
山
陽
柔
道
教
室
で
は
教
室
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
柔
道
を
と

お
し
て
強
い
体
と
心
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。 

対
　
象
　
小
学
生
・
中
学
生 

参
加
費
　
年
間
一
万
二
千
円 

練
習
日
　
毎
週
水
・
土
曜
日 

　
午
後
七
時
〜
九
時 

場
　
所
　
高
陽
中
学
校
格
技
場 

申
込
み
　
随
時 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
長
島
　
豊 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
６
３
２ 

※
平
成
十
八
年
度
開
講
式 

　
四
月
八
日（
土
） 

　
午
後
六
時
〜 

　
高
陽
中
学
校
格
技
場 

 

全
国
大
会
出
場 

　
　
　
お
め
で
と
う
！ 

 

柔
道
教
室
生
募
集
！ 

 

第
二
十
二
回 

近
隣
少
年
柔
道
大
会
結
果 
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アルコールと健康 

シリーズ!2

　
「
お
花
見
」
や
「
歓
迎
会
」

な
ど
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。
そ
の
場
の

雰
囲
気
で
一
気
飲
み
を
し
た
り
、

す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
に
大
量
に

飲
ん
だ
り
す
る
と
、
「
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
」
に
な
り
、
大

変
な
事
態
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。 

　
適
度
な
飲
酒
は
、
心
を
な
ご

ま
せ
人
と
の
付
き
合
い
の
潤
滑

油
に
な
る
な
ど
、
疲
労
回
復
や

ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
心
身
に
も

良
い
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

し
か
し
、
適
量
を
超
え
た
飲
酒
は
、

生
活
習
慣
病
の
大
き
な
要
因
と

な
り
、
心
身
に
様
々
な
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
長
期
間
に
わ
た
り
過

度
の
飲
酒
を
続
け
た
場
合
に
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
可

能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
が
進
行
す
る
と
、
通

常
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
非
常

に
困
難
に
な
り
ま
す
し
、
家
庭

生
活
さ
え
も
崩
壊
し
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
昔
か
ら
「
酒
は
百
薬
の
長
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
節

度
あ
る
飲
み
方
を
し
て
こ
そ
の

こ
と
で
す
。
楽
し
く
健
康
的
に

飲
む
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

【
ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に 

　
　
　
　
　
つ
き
あ
う
コ
ツ
】 

¡
適
量
を
守
る
。 

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
目

　
安
と
し
て
は
、
ビ
ー
ル
中
瓶

　
一
本
・
日
本
酒
一
合
・
ワ
イ

　
ン
グ
ラ
ス
二
杯
程
度
で
す
。 

¡
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
飲
む
。 

¡
お
酒
は
食
事
時
が
最
適
。 

　
お
つ
ま
み
を
一
緒
に
取
る
こ

　
と
で
胃
壁
を
守
り
ま
す
。
肝

　
臓
の
働
き
を
強
め
る
た
ん
ぱ

　
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含

　
む
食
品
を
一
緒
に
取
り
ま
し
ょ

　
う
。 

¡
自
分
の
飲
酒
の
最
高
量
を
決

　
め
て
飲
む
。 

¡
肝
臓
に
休
日
を
与
え
る
。 

¡
人
に
飲
酒
を
強
要
し
な
い
。 

¡
深
酒
、
寝
酒
は
や
め
る
。 

　
寝
酒
は
睡
眠
を
浅
く
し
ま
す
。

　
健
康
的
な
深
い
睡
眠
を
得
る

　
た
め
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
は

　
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。 

¡
治
療
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い
。

　
薬
の
作
用
を
弱
め
た
り
、
強

　
め
た
り
し
ま
す
。
副
作
用
を

　
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、

　
危
険
で
す
。 

¡
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
、

　
薄
め
て
飲
む
。 

¡
定
期
検
査
を
受
け
る
。 

　
肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と

　
い
わ
れ
、
悪
く
な
っ
て
も
自

　
覚
症
状
を
感
じ
に
く
い
の
が
、

　
特
徴
で
す
。
定
期
的
に
検
査

　
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

（
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
）  

　
心
地
よ
い
春
風
の
も
と
、
仲
間
や
家
族
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
園
内
の
木
々
や
花
を
愛
で
る
の
は
最
高
。
自
然
の
中
で
心
が
解

き
ほ
ぐ
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な

で
春
い
っ
ぱ
い
の
ふ
れ
あ
い

公
園
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 《
無
料
開
放
施
設
と
時
間
》 

★
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ 

™
午
前
九
時
三
十
分
〜 

　
午
後
四
時
三
十
分 

™
種
目
／
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

　
卓
球
・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

　
な
ど 

™
三
十
分
ご
と
の 

　
申
し
込
み
制 

™
用
具
の
貸
し
出
し
も 

　
あ
り
ま
す
。 

★
屋
内
プ
ー
ル 

　
q
午
前
十
時
〜
正
午 

　
w
午
後
二
時
〜
四
時 

★
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜 

　
午
後
四
時
三
十
分 

　
※
初
心
者
講
習
修
了
者
　

　
　
の
み 

昨
年
の
無
料
開
放
の
様
子 

四
月
二
十
九
日 

み
ど
り
の
日 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

◇日　　　時 
 
 
◆対　　　象 
◇定 　 　 員  
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　体験学習（川遊び、ウォークラリーなど）を通して自然の
素晴らしさを感じてみよう。 

ふれあい自然体験教室 

5月27日（土）、6月24日（土）、8月26日（土）、
10月21日（土）、12月15日（金）、2月24日（土） 
10：00～12：00 
赤磐市内小・中学生 
20人（先着順） 
3，000円（申し込み時に納入してください） 
4月3日（月）～5月8日（月） 
赤磐市立中央公民館 
1086-955-0069

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆対　　　象 
◇定 　 　 員  
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　自分たちで考えた内容の講座で、活躍してみませんか。 

『やるき教室』 
　　ボランティアスタッフ募集 

6月3日（土） 10：00～12：00 
中・高・大学生 
10人 
無料 
4月3日（月）～5月8日（月） 
赤磐市立中央公民館 
1086-955-0069

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　男性のみなさん、料理作りに挑戦してみませんか。作り、
試食しながら、語り合い、親睦を深めましょう。 

男の料理教室 

5月20日（土）、7月8日（土）、9月16日（土） 
10：00～13：00 
遠藤　敏子 
20人（先着順） 
1，500円（全3回） 
4月3日（月）～5月8日（月） 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777

高月公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　お皿や鉢ものなど自由に絵付けをし、自分好みの作品を
作ってみませんか。 

陶芸入門『信楽焼』（前期） 

5月27日（土）、6月24日（土） 
14：00～16：00 
永井　典子 
16人 
1，500円（全2回分・材料代含む） 
4月3日（月）～5月8日（月） 
赤磐市立山陽公民館 
1086-955-9777

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　簡単なマジックを覚え、家庭や職場、地域で披露し、皆さ
んを楽しませてあげましょう。 

遊びのボランティア養成講座 
『マジック入門』 

6月3日（土）、10日（土）、17日（土）、24日（土） 
10：00～12：00 
池上　尚見（津山奇術同好会会長・岡
山県奇術連合会理事） 
一般（初心者対象） 
15人（先着順） 
1,000円（全4回・材料代含む） 
4月3日（月）～5月8日（月） 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777

高月公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
 
 
 
◆対　　　象 
◇定 　 　 員  
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　土曜日に家でじっとしてないで、友達を誘ってみんなで公
民館に遊びにおいで！ 

こうみんかんで遊ぼう 

6月10日（土）「公民館をたんけんしよう」 
7月8日（土）「おやつ作りにチャレンジ」 
9月9日（土）「ガラス玉を作ろう」 
10月7日（土）「めざせ、ちびっこシェフ」 
12月2日（土）「ビーズで遊ぼう」 
2月17日（土）「めざせ、ちびっこシェフ2」 
10：00～12：00 
赤磐市内小・中学生 
30人（先着順） 
2，000円（申し込み時に納入してください） 
4月3日（月）～5月8日（月） 
赤磐市立中央公民館 
1086-955-0069 
 

中央公民館主催講座 

 



11 広報あかいわ（平成18年4月号） 

★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

◇日　　　時 
◆場　　　所 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 　 　 込  
◆会場・問い合わせ先 

　いつもの紙芝居のおじちゃんが、自転車を押してやって
くるよ。さてさて、今度はどんなお話かな。紙芝居のおじち
ゃんにみんなで会いに来てね。 

お楽しみ会『おはなしたまてばこ』 

5月20日（土） 14：00～15：00 
熊山図書館（くまやまふれあいセンター） 
な　し 
な　し 
不　要 
赤磐市立熊山公民館　108699-5-1360

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆内　　　容 
 
 
 
◇場　　　所 
◆会場・問い合わせ先 

　日頃の練習の成果を発揮して頑張ります。皆さん、見に
来てください。 

春の文化祭 

5月7日（日） 10：30～15：30 
熊山公民館グループ･文化協会会員芸
能部門の発表会 
日本琴・剣詩舞・日舞・民謡･カラオケ・社
交ダンスなど盛りだくさん 
くまやまふれあいセンター 
赤磐市立熊山公民館　108699-5-1360

熊山公民館・熊山文化協会共催 

◇日　　　時 
 
◆定　　　員 
◇対　　　象 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
 
◆会場・問い合わせ先 

　自然大好き人間集まれ。山道を歩きながら出会った鳥や
虫を観察してみませんか。 

ドキドキ講座（自然観察会） 

q4月22日（土） 8：30～12：00 
w5月13日（土） 9：00～11：00 
30人 
な　し 
な　し 
q4月3日（月）～4月14日（金） 
w4月3日（月）～5月8日（月） 
赤磐市立熊山公民館　108699-5-1360

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇問い合わせ先 

　大学天文部のおにいさんやおねえさんといっしょに宇宙
の不思議を勉強しよう！ 

竜天天文台『少年少女教室』 

q5月31日（水） 19：00～21：00 
　「春の星空」 
w7月26日（土）19：00～翌27日（日）11：00 
　「夏の星空」 
e10月18日（水） 19：00～21：00 
　「秋の星空」 
r12月20日（水） 19：00～21：00 
　「冬の星空」 
t2月25日（日） 9：00～11：00 
　「太陽面観測」 
20人 
1,000円 
4月3日（月）～5月8日（月） 
赤磐市立吉井公民館 
1086-954-1379

吉井公民館主催講座 

◇日 時 ほ か 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

q4月27日（木） 10：00～12：00 
講演「民族衣装を着て国際交流」　 
講師／日韓市民文化交流会・藤井美智恵 
w7月27日（木）　10：00～12：00 
講演「医者の本音と患者の本音」　 
講師／日本赤十字病院内科医・渡辺洋一 
e10月28日（土）　9：00～16：00 
視察研修「井原の史跡めぐり」 
講師／井原市文化財センター・大島千鶴 
r1月25日（木） 
講演「人間と自然が共に生きるしくみ」 
講師／ＮＰＯ法人岡山環境 
　　　カウンセラ－協会・井勝久喜 
40人 
1,000円（全4回分・その他必要時に実
費負担） 
4月3日（月）～4月21日（金） 
赤磐市立吉井公民館 
1086-954-1379

　人生を「いきいき」と充実したものにするため、公民館で
一緒に学んでみませんか。 

いきいき講座 

吉井公民館主催講座 

s
「
民
踊
」
の
美
し
い
舞
い 
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５月～３月 

５月～３月 

毎月第２・４ 

水曜日 

５月～３月 

５月～１１月 

５月～３月 

 

５月～３月 

４月～３月 

５月～３月 

６月～１２月 

自分たちの手でスポーツに親しみ、地域の人たちと交流の場をつくろう。 

食生活を振り返り、食と向かい合い、食文化の大切さを学習 

季節の行事や遊び、リトミックと手作り工作を通じて、親子、友達との関わり
方等を学習 

身近な材料・道具を使っての作品作りを体験し、物つくりの楽しさを味わう。 

ソフトテニスを通じて、子どもたちにスポーツに親しんでもらう。 

自然とのふれあい、環境学習をし、いろいろな体験の中で、仲間との協調性
を身につけよう。 

天体望遠鏡を使って本物の星を観察し、宇宙への興味を深めよう。 

和太鼓の演奏を通じて、日本の伝統文化を継承し、社会参加の体験も学習。 

歴史を通じて過去の素晴らしさを学ぶ。 

素敵な女性になるためにいろんな事への挑戦。 

●いきいき料理教室 

●絵だより 

●自然素材と遊ぶ 

●キッズアートクラブ 

５月～３月 

４月～３月 

５月～３月 

５月～３月 

食文化を通じて地域交流のグレイドアップを目指して 

心の文学に挑戦 

生活の中に癒しの工作を 

めざせキッズアーチスト 

講　座　名 期　間 内　　　　　　　　容 

講　座　名 内　　　　　　　　容 期　間 

※詳しいことは赤坂公民館へお尋ねください。1０８６-９５７-２２１１ 

※詳しいことは笹岡公民館へお尋ねください。1０８６-９５７-２２１４ 

　２月１９日（日）、赤坂健康管理センターで｢ノーヴァ岡山｣
のメンバーとチェロ奏者など１３人の弦楽器奏者を迎え「第
４７回なかよしコンサート」が開かれました。 
　生誕２５０年で脚光を浴びるモーツアルトやハイドンの曲、
よく知られるヴィヴァルディの｢四季｣を演奏。華麗なアンサ
ンブルの音色に会場いっぱいの観客が聞きいっていました。 

★山陽公民館まつり 
　３月４・５日開催。 
　レッド・ロック・ハワイアンの舞台発表。 

華 麗 な ア ン サ ン ブ ル 
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「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る
二
十

一
世
紀
を
迎
え
、
「
自
分
の
人
権
が
守

ら
れ
て
い
る
か
」
「
他
の
人
の
人
権
が

侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
」
な
ど
、
身
近

な
こ
と
か
ら
、
み
ん
な
で
人
権
に
つ
い

て
考
え
、
一
人
一
人
が
お
互
い
を
尊
重

し
合
い
、
女
性
、
子
ど
も
、
障
害
者
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。 

★
人
権
侵
害
の
原
因
と
な
る
「
身
元
調

　
査
」
な
ど
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。 

　
結
婚
は
両
性
の
合
意
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
就

職
は
本
人
の
能
力
・
適
性
に
よ
っ
て
採

否
が
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
部

落
差
別
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
や
聞

き
合
わ
せ
を
行
わ
な
い
と
と
も
に
、
こ

れ
に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

★
同
和
問
題
の
解
決
を
阻
害
す
る
「
え

　
せ
同
和
行
為
」
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。 

　
同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、
不
当
な

利
益
や
義
務
の
な
い
こ
と
を
要
求
す
る

「
え
せ
同
和
行
為
」
に
対
し
て
は
、
最

初
に
き
然
と
し
た
対
応
が
必
要
で
す
。

「
買
わ
な
い
と
差
別
だ
」
な
ど
と
い
う

高
額
な
同
和
関
係
図
書
な
ど
の
不
当
な

購
入
強
要
に
対
し
て
は
、
き
っ
ぱ
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。 

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
掲
示
板

　
へ
の
差
別
書
き
込
み
や
差
別
文
書
な

　
ど
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
掲
示
板

へ
の
部
落
差
別
、
女
性
差
別
、
障
害
者

差
別
な
ど
、
人
権
を
侵
害
す
る
内
容
の

書
き
込
み
や
差
別
文
書
な
ど
は
、
人
々

に
新
た
な
差
別
意
識
や
偏
見
を
生
み
、

人
権
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人
一
人
が
情
報
モ
ラ
ル
を
守
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
利
用
す
る
な
ど
、

差
別
文
書
な
ど
の
根
絶
に
向
け
て
み
ん

な
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係
） 

人
権
の
尊
重
さ
れ
る 

　
　
社
会
の
実
現
に
向
け
て 
人
権
の
尊
重
さ
れ
る 

　
　
社
会
の
実
現
に
向
け
て 

人 

権 

コ 

ラ 

ム 

1
 

　３月４日（土）、中央公民館で赤磐市青少年健全育
成大会が開かれ、作文・弁論の発表や記念講演があ
りました。 
　約２００人が出席した大会では、赤磐地区青少年育
成連絡協議会が募集した「明るい家庭づくり作文」
の小、中学生の部で最優秀賞に輝いた４人が心温ま
る作文を朗読。また、県中学校弁論大会で戦争の悲
惨さや平和の大切さを訴え山陽新聞社長賞を受賞
した「僕たちの宿題」が発表され喝采を浴びました 
　終わりに落語家・林家染二さんの記念講演が行わ
れました。 
 

　赤磐市山陽地域は、古くからの桃の産地として全国
に知られています。４月上旬にはピンクの花が一面に咲
き乱れ、まさに桃源郷のようです。 
　桃の花の見所は、赤磐市山陽地域の西山方面です。 
　農家の皆さんは、美味しい桃づくりのため冬季の剪定・
施肥など忙しい作業を終え桃の開花を待つばかりとなっ
ています。 
　おいしくて安心・安全な桃を出荷するために、あかい
わ農協選果場に糖度センサー付き選果機が導入され、
平成17年夏から選果が開始されました。今年も多くの
人に一個一個、桃の糖度（甘味）を測定したおいしい桃
が届くことでしょう。 

　桃の花の見頃は、例年は4月10日頃ですが、天候により開花が
前後することがあります。 

今月
の表
紙 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

新着資料のご案内 

恒例行事となりましたリサイクルブックフェアを各図書館で開催いたします。 
図書館で不用になった雑誌や書籍を差し上げます。お気軽にお越しください。 
詳しくは各図書館でお尋ねください。 

　　　中央図書館・吉井図書館 
　　　開催期間：4月21日（金）～23日（日） 

　　　赤坂図書館・熊山図書館 
　　　開催期間：4月23日（日）～28日（金） 
　　　（休館日を除く） 
 

視聴覚資料（CD、DVD、ビデオ）が中央図書館、熊山図書館、吉井図書館に新しく
入りました。その一部をご紹介します。 

●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、暮らしのカレン
ダーをご覧ください） 

 

※１人１０冊まで２週間借りられます。はじめて借りる人は、利用者カード発行の　ため免許証・保険証など
　氏名・住所を確認できるものをお持ちください。 
※赤磐市内の図書館で借りた本は市内どこの図書館でも返却できます。 

〈ビデオ〉 
　¡キングダム・オブ・ヘブン 
　¡コンスタンティン 
　¡バットマン　ビギンズ 
　¡サスペクト・ゼロ 
　¡恋愛小説 
　¡香港国際警察 
　¡チャンピオン 
　¡ヴァン・ヘルシング 
　¡ナショナル・トレジャー 
　¡ほえる犬は噛まない 
　¡ワンナイト　イン　モンコック 
　¡旅立ちの汽笛 
　¡キャラバン 
　¡ミリオンダラー・ベイビー 
　¡炎の戦線　エル・アラメイン 

　　　　…………………合計１５点 
 

〈ＣＤ〉　 
　¡クロスオーバー・セクション／高嶋ちさ子 
　¡インパルシヴ！／ジョージ・ラッセル ほか 
〈ＤＶＤ〉　 
　¡夢のチョコレート工場 
　¡となりのトトロ 
　¡魔女の宅急便 
　¡風の谷のナウシカ 
　¡火垂の墓 
　¡もののけ姫　　 
　¡千と千尋の神隠し 
　¡ファインディング　ニモ 
　¡オズの魔法使い 
　¡チキチキバンバン　 
　¡グレムリン　 
　¡依頼人　 
　¡マイ・フェア・レディ 
　¡風と共に去りぬ 
　¡カサブランカ 
　¡ネバーエンディング・ストーリー 
　¡ウエスト・サイド物語 
　¡ロッキー 
　¡奇跡の人　　ほか 

　　　　………………………………合計４０点 
 

〈ビデオ〉　 
　¡ワンピース 
　¡スパイキッズ２ 
〈ＤＶＤ〉　 
　¡かいけつゾロリ１ 
　¡かいけつゾロリ２ 
　¡激突カブト＆クワガタ 
　¡ファイナルプロジェクト 
　¡ローマの休日 
　¡ハリーポッター・アズカバンの囚人 
　¡僕の彼女を紹介します 
　¡レオン 
　¡日本のまつり　九州・沖縄 

　　　　………………………合計１１点 

中央図書館 熊山図書館 吉井図書館 

リサイクルBOOKフェア 

視聴覚資料の貸出点数
については、各図書館に
おたずねください。 

利 用 案 内 
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6

田中　寛一 

郷土の 

物 人 
た な か かんいち 

s
「
文
学
博
士
田
中
寛
一
先
生
顕
彰
碑
」 

　
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
建
立 

　
石
相
小
学
校
校
庭 

 

　　　 
写真・田中教育研究所提供 

　
　
田
中
寛
一
（
以
下
寛
一
）
は
、

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一

月
二
十
日
、
赤
坂
郡
東
窪
田
村
（
現

赤
磐
市
東
窪
田
）
に
、
尾
崎
若

松
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。 

　
長
じ
て
、
上
道
郡
西
大
寺
町
（
現

岡
山
市
西
大
寺
）
の
田
中
家
の

養
子
と
な
り
ま
す
。 

　
寛
一
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
聡
明
で
、

石
相
尋
常
小
学
校
に
通
っ
て
い

た
時
、
裁
縫
の
専
攻
生
が
作
っ
た
、

当
時
は
珍
し
い
洋
服
を
誰
に
着

せ
る
か
と
職
員
会
議
を
開
い
た

と
こ
ろ
、
全
員
一
致
で
成
績
も

日
ご
ろ
の
行
い
も
よ
い
寛
一
に

決
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。 

　
高
等
赤
坂
小
学
校
を
経
て
、

明
治
三
十
一
年
四
月
か
ら
翌
三

十
二
年
五
月
ま
で
高
陽
尋
常
小

学
校
の
訓
導
（
先
生
）
を
し
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
、
岡
山
県
師
範
学
校
、

東
京
高
等
師
範
学
校
と
進
み
、

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に

卒
業
。
同
年
よ
り
、
山
梨
県
師

範
学
校
、
つ
い
で
、
岡
山
県
女

子
師
範
学
校
教
諭
を
務
め
ま
す
。 

　
し
か
し
、
明
治
四
十
三
年
（
一

九
一
〇
）、
寛
一
、
二
十
八
歳
の

時
、
恩
師
松
本
亦
太
郎
が
京
都

帝
国
大
学
（
現
京
都
大
学
）
に

実
験
心
理
学
の
講
座
を
開
設
し

た
こ
と
を
知
り
、
松
本
を
慕
っ

て
京
都
帝
国
大
学
哲
学
科
に
入

学
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
東
京
帝
国
大
学
大
学

院
で
研
究
生
活
を
送
り
、
大
正

八
年
（
一
九
一
九
）
東
京
高
等

師
範
学
校
教
授
と
な
り
、
同
年
「
心

理
作
動
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」

で
文
学
博
士
と
な
り
ま
し
た
。 

　
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
、

留
学
先
の
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
い
て
低

圧
と
酸
素
欠
乏
が
心
身
作
業
能

率
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
し
ま
す
。

寛
一
は
自
ら
実
験
室
の
中
に
身

を
置
き
、
危
険
な
実
験
に
よ
っ

て
左
耳
は
聞
こ
え
な
く
な
っ
た

の
で
し
た
。 

　
当
時
、
日
本
に
は
ま
だ
こ
の

よ
う
な
実
験
施
設
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）、
東

京
文
理
科
大
学
（
後
の
東
京
教

育
大
学
、
現
筑
波
大
学
）
教
授

と
な
り
、
同
十
九
年
退
官
。
翌
年
、

日
本
大
学
教
授
と
な
り
、
昭
和

二
十
二
年
よ
り
、
玉
川
大
学
学

長
を
二
年
間
務
め
ま
し
た
。 

　
教
壇
に
立
っ
て
い
た
寛
一
の

求
め
て
い
た
教
育
は
、
客
観
的

な
教
育
・
教
育
の
科
学
化
で
し
た
。 

　
小
文
「
直
感
の
限
界
」
に
、「
大

切
な
こ
と
は
、
人
間
の
能
力
の

限
界
を
、
は
っ
き
り
知
る
た
め
に
、

直
感
に
ば
か
り
頼
ら
な
い
で
、

客
観
的
な
分
析
を
し
て
み
る
こ

と
で
あ
る
。」
と
書
い
て
い
ま
す
。 

　
寛
一
は
、
教
育
心
理
学
、
教

育
測
定
、
教
育
統
計
、
知
能
研

究
な
ど
を
行
い
、
昭
和
二
十
三

年
（
一
九
四
八
）、
田
中
教
育
研

究
所
を
創
設
し
た
の
で
し
た
。 

　
そ
の
前
年
に
は
、
日
本
学
術

会
議
議
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
心
理
学
者
と

し
て
は
初
め
て
、
紫
綬

褒
章
・
文
化
功
労
章
を

受
賞
し
ま
し
た
。 

　
昭
和
三
十
七
年
十
一

月
十
二
日
、
八
十
歳
に

て
永
眠
し
ま
し
た
。 

　
翌
年
、
寛
一
の
出
身

校
石
相
小
学
校
校
庭
に

顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
た

の
で
し
た
。 

 　
寛
一
に
つ
い
て
、
元

東
京
文
理
科
大
学
長
の

河
原
春
作
氏
は
、「
何
と

な
く
一
種
の
大
き
さ
を

持
っ
て
い
る
人
で
あ
る
」

と
『
記
念
誌
』
に
記
し

て
い
ま
す
。 

　
昭
和
二
十
二
年
（
一

九
四
七
）
寛
一
が
発
刊
し
た
「
田

中
び
ね
ー
式
智
能
検
査
法
」
は
、

改
訂
が
重
ね
ら
れ
、
現
在
も
、

日
本
に
お
け
る
個
別
式
知
能
検

査
の
一
つ
と
し
て
広
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。 

（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
『
記
念
誌
』
田
中
寛
一

先
生
古
希
祝
賀
會
　
研
究
ノ
ー
ト
「
田

中
ビ
ネ
ー
知
能
検
査
開
発
の
歴
史
」

他
 

＜心理学者・文化功労者／東窪田＞ 

：
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4月 

平成18年 

1

4 5 6 7 8

11 12 13 14 15

18 19 20

26 27

21 22

28 2925

5/5 5/65/35/2 5/4

●城山公園さくらまつり（４月１日
　～１４日）　１０：００～２１：００ 
　（吉井城山公園内） 
●としょかんわくわくタイム 
　１４：３０～（中央図書館） 
●ブックんのおはなしかい　 
　１５：００～（赤坂図書館） 
●NHKのど自慢予選会 
　１３：００～１８：３０ 
　（山陽ふれあい公園メインアリーナ） 

●おひさまおはなし会 
　１５：３０～（熊山図書館） 
●としょかんわくわくタイム（おはなし）
　１４：３０～（中央図書館） 
●ブックんのおはなしかい　 
　１５：００～（赤坂図書館） 
●おはなし会　1４：00～ 
　（吉井図書館） 
 

●としょかんわくわくタイム 
　14：3０～（中央図書館） 
●えほん読み聞かせ会 
　１４：００～（赤坂図書館） 
 

●育児相談　９：４５～１０：30 
　（山陽保健センター） 

●無料法律相談　13：00～16：00 
　（産業会館２階ふるさと交流室） 
●よろず相談　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●おはなしのおへや　15：3０～ 
　（熊山図書館） 

●心配ごと相談 
　１３：００～１５：００（吉井会館） 
●えほんのじかん 
　１１：００～（中央図書館） 

●１歳６か月児健診 
　12：45～１3：15 
　（山陽保健センター） 

●乳児健診　１２：４５～１３：１５ 
　（山陽保健センター） 
●中学校入学式 

●たんぽぽの会　10：00～11：00 
　（赤坂公民館） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
●幼稚園入園式 

●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 
●たんぽぽの会　１0：００～11：00 
　（赤坂公民館） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 

●太鼓教室（毎週木曜日） 
　１７：３０～１９：００ 
　（健康管理センター） 
●春の交通安全県民運動 
　（～１５日） 

●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 
●合同相談　１３：００～１５：００ 
　（仁美農村振興センター） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
 

●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 

●ドキドキ講座／自然観察会 
　8：30～12：00（熊山公民館） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：3０～（中央図書館） 
●ブックんのおはなしかい 
　１５：００～（赤坂図書館） 
●おひさまおはなし会 
　15：30～（熊山図書館） 
●お笑い赤坂亭定例寄席 
　１９：00～２０：００（お笑い赤坂亭） 
●星空講座（ほうき星） 
　１９：00～２１：００（竜天天文台） 

●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 
●よろず相談　13：00～15：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●リサイクルＢＯＯＫフェア 
　（中央・吉井図書館 ～２３日まで） 
●おはなしのおへや 
　１５：３０～（熊山図書館） 

火 水 木 金 土 

●交通安全日 
●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 
●３歳児健診　１２：４５～１３：１５ 
　（山陽保健センター） 

●交通安全日 
●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 

●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 
●２歳６か月児歯科健診 
　１２：４５～１３：１５ 
　（山陽保健センター） 
●人権・行政・法律・年金相談 
　１０：００～１５：００ 
　（赤坂健康管理センター） 
 

●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 

●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］あまの耳鼻咽喉科医院 
　　1０８６-９５５-８１９１ 
［医］熊山病院 1０８６９９-５-１２５１ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］ふよう内科クリニック 
　　1０８６-９５５-７１１０ 
［医］米井医院 1０８６-９５４-０５５０ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（全館） 
［医］那須眼科 1０８６-９５５-８９８０ 
［医］森医院 1０８６-９５７-２４００ 

◆図書館休館日（全館） 
［医］うえの内科小児科医院 
　　1０８６-９５６-０５０５ 
［医］吉田医院 1０８６-９５４-０２０２ 

 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

憲法記念日 国民の休日 こどもの日 

みどりの日 
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M O N T H L Y  S C H E D U L E

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

　 

　 

　 

 

 

　 

　 

◯ 

◯ 

　 

　 

 

　 

　 

◯ 

◯ 

　 

　 

　 

　 

　 

◯ 

◯ 

　 

　 

　 

　 

 

 

◯ 

 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

◯ 

　 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

　 

　 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　　　 

　 

　 

 

 

 

 

☆ 

　 

 

　 

　 

 

　 

☆ 

　 

 

 

　 

　 

　 

☆ 

　 

 

　 

　 

 

　 

☆ 

 

 

　 

　 

 

 

★ 

 

★ 

　 

　 

　 

 

★ 

　 

　 

　 

　 

 

 

★ 

　 

★ 

 

 

 

 

★ 

山陽ふれあい公園 

休館日 

休館日 

NHKのど自慢開催のため開放中止 

NHKのど自慢開催のため開放中止 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 

1 086-954-23231 086-955-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

4
月 

日 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上で初心者講習修了者に限りま
　す。初心者講習は★印に行っていま
　すが電話予約が必要です。 
　受講料４００円　再受講料３００円 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
●トレーニングルーム…３００円 

●交通安全日 
●人権・行政相談 
　１３：００～１６：００ 
　（本庁2階第1会議室） 
●小学校入学式 

●絵だより 
　１３：３０～１５：３０（笹岡公民館） 

●熊山ハイキング 
　９：００集合（千躰野球場） 

●基本健康診査・胃がん検診・前
　立腺がん検診　（山陽地域） 

2 3

9 10

16 17

23

30

24

5/1

日 月 

●第１９回 城山公園まつり 
　１０：００～１５：００ 
　（吉井城山公園内） 

●NHKのど自慢公開録画 
　１１：００開場〔入場整理券必要〕 
　（山陽ふれあい公園メインアリーナ） 

［医］小坂内科医院 
　　1０８６-９５５-３３４４ 
［医］越宗医院 1０８６-９５７-３０３５ 

［医］桜が丘クリニック 
　　1０８６-９５５-８０２５ 
［医］桜井内科 1０８６-９５７-３０１２ 

◆図書館休館日（全館） 
［医］幸ケ峯クリニック 
　　1０８６-９５５-０８１５ 
［医］戸川クリニック 
　　1０８６-９５７-３０５７ 

［医］山陽クリニック 
　　1０８６-９５５-７１１１ 
［医］戸川医院 1０８６-９５７-２６１１ 

［医］戸田小児科医院 
　　1０８６-９５５-３１２１ 
［医］景山医院 1０８６９９-５-２２９９ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

Sunday Monday

休館日 

無　料　開　放 

休館日 

休館日 

　検診に関する詳しい日程はこれ

からお配りする「健康カレンダー｣

をご参照ください。 

●リサイクルＢＯＯＫフェア 
　（赤坂・熊山図書館 ～２8日まで） 
●おはなしおばちゃんの楽しいクッキング
　１０：００～（熊山図書館） 
●NHKジュニアバレーボール教室 
　１２：００開場 
　（山陽ふれあい公園メインアリーナ） 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

屋内プール トレーニングルーム 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２２：００ 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上です。 

※プール利用は１０月末までです。 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…２００円 
　　　　中学生以下…１００円 
 
 
●トレーニングルーム…１００円 
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今
ま
で
の
介
護
保
険
で
は
、何

ら
か
の
支
援
や
介
護
が
必
要
な

人
に「
で
き
な
い
こ
と
」を
補
う
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
だ
け
で
な
く
、

で
き
る
か
ぎ
り
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
「
介
護

予
防
」
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
人
の
意
欲
や
能

力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
、「
で
き

る
こ
と
」
を
引
き
出
す
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
で
、心
身
機
能

を
維
持
・
改
善
し
、で
き
る
だ
け

自
立
し
た
生
活
を
目
指
す
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
介
護
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
は
、新

し
い
認
定
区
分
で
要
支
援
１
・
要

支
援
２
に
認
定
さ
れ
た
人
や
、介

護
保
険
に
は
該
当
し
な
く
て
も

将
来
何
ら
か
の
支
援
や
介
護
を

必
要
と
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢

者
の
人
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
回
数
や

種
類
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
利
用
者
や
家
族
、サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
話
し

合
い
な
が
ら
計
画
を
立
て
て
決
め

ま
す
。 

 

介
護
を
「
予
防
」
す
る 

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す 

　
介
護
保
険
制
度
が
、

介
護
予
防
重
視
の
視
点

か
ら
見
直
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
主
な
改
正

点
を
今
月
号
か
ら
二
回

に
わ
た
っ
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。 

介
護
予
防
重
視
の
視
点
で 

要
介
護（
要
支
援
）認
定 

要
支
援
１
・
２
の
人 

非
該
当（
自
立
）の
人 

保健師などによる 
アセスメント 

サービス担当者 
との話し合い 

介護予防 
ケアプランの作成 

保健師などによる 
簡単なアセスメント 

サービス担当者 
との話し合い 

簡単な介護予防 
ケアプランの作成 

アセスメント表や
本人・家族との話
し合いにより、利
用者の心身の状
態や環境、生活歴
などを把握し、課
題を分析します。 

目標を設定して、
それを達成するた
めの支援メニュー
を、利用者・家族と
サービス担当者を
含めて検討します。 

目標を達成するた
めのサービスの種
類や回数を決定し
ます。 

チェックリストなど
を用いて利用者の
心身の状態などを
把握し、課題を分
析します。 

複数のサービスを
利用するなど必要
な場合にのみ実施
します。 

目標を設定して利
用するサービスを
決定します。 

新予防給付の  
介護予防サービス利用 

地域支援事業の  
介護予防サービスを利用 

4 月 か ら  
新 介 護 保 険 制 度  

〈介護予防サービス利用の流れ〉 

※ 

※地域支援事業…認定審査で非該当と判定された人や虚弱な高齢者を対象に、 
　　　　　　　　できるかぎり介護が必要とならないように市町村が行う事業。 
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要
支
援
１
・
要
支
援
２
と
い
う

新
た
な
区
分
が
設
け
ら
れ
、こ
れ

ま
で
の
６
段
階
か
ら
７
段
階
に
な

り
ま
す
。こ
の
認
定
で
要
支
援
１
・

要
支
援
２
に
認
定
さ
れ
た
人
は
、

新
し
く
始
ま
る
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
１
か
ら
５
に
認
定
さ
れ
た

人
は
今
ま
で
通
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ま
す
。 

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生

き
と
生
活
す
る
た
め
に
は
、い
ろ
い

ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
継
続

し
て
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
こ
の
総
合
的
な
拠
点
と
し
て
、

新
し
く「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
す
。 

　
赤
磐
市
で
は
、本
庁
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、各
支
所
に

そ
れ
ぞ
れ
分
室
を
置
き
ま
す
。 

　
こ
こ
で
は
、保
健
・
医
療
・
福
祉

の
三
分
野
の
専
門
職
が
連
携
し
、

市
や
地
域
の
医
療
機
関
、介
護（
介

護
予
防
）サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
な
が
ら
地
域

の
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

対
応
し
ま
す
。 

 〈
主
な
仕
事
〉 

　
地
域
の
高
齢
者
へ
の
総
合
的
な

支
援（
包
括
的
支
援
事
業
）    

◇
総
合
相
談
・
支
援 

　
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、高

齢
者
や
家
族
の
相
談
に
応
じ
、情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、介
護
保
険
だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
の
制
度
や
地
域
資
源
を
利

用
し
た
総
合
的
な
支
援
を
行
い

ま
す
。 

◇
高
齢
者
の
虐
待
防
止
の
た
め
の

　
相
談
や
権
利
擁
護 

　
高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守

る
権
利
擁
護
、虐
待
防
止
事
業
の

拠
点
と
し
て
、成
年
後
見
制
度
の

活
用
や
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

◇
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

　
介
護
予
防
の
対
象
者
の
選
定
、

介
護
予
防
の
た
め
の
計
画
作
成
を

行
い
ま
す
。 

◇
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
支
援 

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
や
、困
難
事
例
に
対
す

る
指
導
・
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

◇
市
の
判
断
で
行
う
事
業 

　（
任
意
事
業
） 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
が
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
審
査
や
家

族
の
介
護
支
援
な
ど
を
行
う
予

定
で
す
。 

 〈
問
い
合
わ
せ
先
〉 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課 

　
介
護
保
険
係
・
介
護
支
援
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
６ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

 

要
介
護
度
の
区
分
が
7
段
階
に 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置 

要介護認定の 
非該当者 

要支援 

要介護１ 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 

介護は必要ないが 
虚弱な高齢者 

要介護認定の 
非該当者 

要支援１ 

要支援２ 

要介護１ 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 

旧制度の要介護１に該当する人は、新制度では心身
の状態によって要支援２と要介護１に分かれます。
旧制度の要支援に該当する人は新制度では要支援
１となります。 

地域支援事業の 
介護予防サービス 

介護保険の 
介護予防サービス 
（新予防給付） 

介護保険の 
介護サービス 
（介護給付） 

６段階 ７段階 

これまで 4月から 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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健
康
福
祉 

吉
井
地
域
乳
幼
児
健
診 

健
康
診
査
お
よ
び 

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ 

精
神
通
院
医
療
費
が 

変
わ
り
ま
し
た 

区　分 上限額（月額） 対象となる世帯 
（同じ医療保険に加入している家族を世帯とします） 

生活保護 

低所得１ 

中間的な 
所得 

一定所得 
以上 

低所得２ 

生活保護世帯 ０円・自己負担なし 

医療保険の自己負担 
限度額と同額 

自立支援医療費 
支給の対象外 

２,５００円 

５,０００円 

住民税非課税世帯で障害者の年収が 
８０万円以下 

住民税非課税世帯で低所得１以外 

住民税課税世帯で住民税額が２０万円以上 

住民税課税世帯で住民税額（所得割）が 
２０万円未満 

            

　
四
月
か
ら
、
基
本
健
康
診
査
・

胃
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
・
前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
検
診
の
詳
し
い
日
程
な
ど

は
、
四
月
に
配
布
す
る
「
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
市
の
検
診
対
象
者
に
は
、
受
診

票
兼
問
診
票
を
愛
育
委
員
か
ら
配

布
し
ま
す
。
な
お
、
受
診
票
兼
問

診
票
が
届
か
な
か
っ
た
人
で
も
検

診
対
象
の
条
件
に
合
え
ば
受
診
で

き
ま
す
。
担
当
課
へ
申
し
出
る
か
、

当
日
各
種
検
診
会
場
へ
直
接
お
越

し
い
た
だ
き
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
特
に
、
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
基
本
健
康
診
査
を
受
診
し
た
四

十
歳
か
ら
七
十
歳
の
人
を
対
象
者

と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
十
八
年
度
が
こ
の
検
査
の
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
に
一

度
も
市
の
検
診
ま
た
は
医
療
機
関

な
ど
で
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
検
査
は
、

基
本
健
康
診
査
と
併
せ
て
の
受
診

と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
本
年
度
よ
り
基
本
健
康
診

査
を
受
診
さ
れ
る
六
十
五
歳
以
上

の
人
は
「
生
活
機
能
評
価
（
介
護

予
防
検
診
）
」
を
受
診
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
検
診
は
、
今
後

の
介
護
予
防
事
業
に
結
び
付
け
て

健
康
管
理
に
努
め
る
こ
と
、
そ
し

て
三
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た

「
特
定
高
齢
者
」
の
判
定
を
す
る

た
め
に
実
施
し
ま
す
。
基
本
健
康

診
査
を
受
診
さ
れ
る
六
十
五
歳
以

上
の
人
全
員
に
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
自
己
記
入
し
、
基
本
健

康
診
査
と
併
せ
て
検
診
を
受
診
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
追
加
さ
れ
る

検
査
は
、
「
生
活
機
能
に
関
す
る

基
本
チ
ェ
ッ
ク
（
問
診
）
」
「
医

師
に
よ
る
視
診
お
よ
び
触
診
（
口

腔
内
チ
ェ
ッ
ク
・
関
節
可
動
域
チ

ェ
ッ
ク
等
）
」
「
血
液
検
査
（
血

清
ア
ル
ブ
ミ
ン
）
」
で
す
。 

　
自
分
の
健
康
は
自
ら
が
守
る
た

め
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

  

   

　
更
正
医
療
・
育
成
医
療
・
精
神

通
院
医
療
で
は
今
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

負
担
の
割
合
や
計
算
の
し
か
た
が

違
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
四
月
一
日

か
ら
一
本
化
さ
れ
「
自
立
支
援
医

療
」
と
な
り
指
定
の
医
療
機
関
で

医
療
を
受
け
た
場
合
、
ど
の
障
害

の
人
も
医
療
費
の
一
割
が
原
則
と

し
て
自
己
負
担
と
な
り
ま
し
た
。 

                       

　
た
だ
し
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て

上
限
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
負
担

が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
次
の
窓
口
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。 

　
精
神
通
院
医
療 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
（
山
陽
保
健

　
セ
ン
タ
ー
） 

　
1
０
８
６（
９
５
６
）１
１
１
７ 

                         

  

　
平
成
十
八
年
度
、
吉
井
地
域
在

住
の
乳
幼
児
の
健
診
お
よ
び
育
児

相
談
は
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。 

　
実
施
す
る
健
診
は
、
乳
児
健
診 

・
一
歳
六
カ
月
児
健
診
・
二
歳
六

カ
月
児
歯
科
健
診
・
三
歳
児
健
診

お
よ
び
育
児
相
談
で
す
。 

　
会
場
は
吉
井
会
館
一
階
の
吉
井

保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
対
象
と
な
る

乳
幼
児
は
、
保
護
者
宛
に
通
知
を

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
） 

  

問
い
合
わ
せ
先
　 

¡
本
庁
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

       

所得の低い人以外でも、継続的に相当額の医療費負担が発生する場合には、 
上限額が決められています。 
 
例えば… 
●統合失調症や躁うつ病・ 
　うつ病などの人など 

対象となる世帯 

住民税額が（所得割）が２万円未満 

住民税額が（所得割）が２０万円以上 

住民税額が（所得割）が２万円以上 
２０万円未満 

上限額（月額） 

５,０００円 

２０,０００円 

１０,０００円 

■医療費の負担上限額 
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国
民
年
金 

ご
存
知
で
す
か
？ 

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
若
年
者
猶
予
制
度
」 

国
民
年
金
保
険
料 

前
納
が
お
得
で
す
！ 

       

　
国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
二
十

歳
以
上
の
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
な
ど
（
一
部
対
象
外
の

学
校
・
学
科
が
あ
り
ま
す
）
に
在

学
し
て
い
る
学
生
の
た
め
に
、
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
在
学

期
間
中
の
保
険
料
を
後
払
い
で
き
、

学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
も

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
十
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
を
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
承
認
期
間
は
四
月
か
ら
翌
年
の

三
月
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
学
生
で
な
い
三
十
歳
未

満
の
人
の
場
合
に
は
、
本
人
お
よ

び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。 

　
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

     

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
で

一
年
分
前
納
す
る
と
、
二
千
九
百

五
十
円
の
割
引
が
あ
り
、
一
カ
月

分
ず
つ
納
め
る
よ
り
お
得
で
す
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。 

　
前
納
さ
れ
る
場
合
は
、
前
納
用

の
納
付
書
で
四
月
中
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
納
付
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
を
除
く
）
で

も
で
き
ま
す
。 

  

問
い
合
わ
せ
先 

¡
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
０
８
６（
２
７
０
）７
９
２
８ 

¡
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
３ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
１ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

   

   

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

　
守
ら
れ
ま
す
。 

   

日
　
時
　
五
月
十
二
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員 

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
　

　
奥
田
　
哲
也
／
賀
川
進
太
郎 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
相
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、

　
予
約
人
数
は
一
日
最
大
十
二
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４ 

 

【期　間】４月１日（土）～１４日（金） 
【時　間】午前１０時～午後９時 
 
　花見客歓迎！ 夜桜も楽しめます。 
 
　市民の皆さん、おそろいでお出かけください。 
　城山公園さくらまつり実施期間中の９日（日）は城
山公園まつりも同時開催！ 
　お抹茶・地酒・おでん・餅・甘酒のサービスがあり
ます。 
 

主催：城山公園さくらまつり実行委員会 
 

吉井城山公園 
【日　時】４月９日（日） 午前１０時～午後３時 
【場　所】吉井城山公園内 
【主　催】城山公園まつり実行委員会 

　４月９日、赤磐市周匝の城山公園で、城山公園まつり実行
委員会主催により第１９回城山公園まつりが開催されます。 
　城山公園では、踊りなどの郷土芸能の披露、富くじの他、
盛りだくさんのイベントがあります。また、テント村の出店
もあります。 
　みなさんご家族連れで、桜の見ごろの城山公園で春の一
日をお楽しみください。 

【その他】９日は一般車輌は上れませんので、吉井支所駐車
場および吉井海洋センターよりバスで送迎します。 

●問い合わせ先 
　吉井支所・産業建設課内 
　城山公園まつり実行委員会事務局 
　1０８６-９５４-１３１９ 

第19回 

相

談

 

無
料
法
律
相
談 
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人
権
・
行
政
相
談 

よ
ろ
ず
相
談 

心
配
ご
と
相
談 

合
同
相
談 

人
権
・
行
政
・ 

法
律
・
年
金
相
談 

  【
山
陽
地
域
】 

日
　
時
　
五
月
十
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
　
所 

　
本
庁
二
階
　
第
一
会
議
室 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
権
】
長
光
　
　
惠 

　
　
　
　
　
　
田
代
　
邦
彦 

　
　
　
　
　
　
吉
永
　
佳
子 

　
　
　
　
　
　
　
形
　
美
枝 

　
　
　
　
　
　
光
田
　
　
功 

　
【
行
　
政
】
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４ 

     【
赤
坂
地
域
】 

日
　
時
　
四
月
二
十
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

【
人
　
権
】
大
野
　
是
彰 

　
　
　
　
　
小
谷
　
良
正 

　
　
　
　
　
周
藤
　
光
信 

【
行
　
政
】
常
安
　
克
之 

【
法
　
律
】 

　
　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士 

　
　
高
橋
　
裕 

【
年
　
金
】 

　
　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
年
金
専
門
官 

※
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
て
い

　
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話

　
で
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
１ 

    【
熊
山
地
域
】 

日
　
時 

¡
四
月
七
日
（
金
） 

　
午
前
十
〜
正
午 

¡
四
月
二
十
一
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

¡
五
月
十
二
日
（
金
） 

　
午
前
十
〜
正
午 

場
　
所
　 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
四
月
七
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
津
田
　
忠
彦 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

¡
四
月
二
十
一
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
々
木
玲
子 

　
【
人
　
　
権
】
勝
山
　
秀
世 

　
【
知
的
障
害
】
金
谷
　
正
利 

¡
五
月
十
二
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
森
定
　
温
知 

　
【
人
　
　
権
】
中
川
　
翠 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
市
社
会
福
祉
協
議
会
熊
山
支
所 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
３
３
６ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

    

                      【
吉
井
地
域
】 

日
　
時
　
四
月
五
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
赤
磐
市
立
吉
井
会
館 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
心
配
ご
と
】
楢
原
　
蓉
子 

　
　
　
　
　
　
　
谷
村
　
裕
子 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
井
支
所 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）２
５
３
３ 

   

                      

日
　
時
　
四
月
十
九
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
二
時
（
心
配
ご
と

　
相
談
の
み
午
後
一
時
か
ら
三
時
） 

場
　
所 

　
赤
磐
市
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
　
権
】
戸
川
　
正
美 

　
【
心
配
ご
と
】
石
原
　
正
夫 

　
　
　
　
　
　
　
b
原
　
鈴
江 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
身
体
障
害
】
平
井
　
　
章 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

問
い
合
わ
せ
先 

吉井 

熊山 

山陽 

赤坂 

仁堀出張所 
山方研修センター 
吉井支所 
 
あかいわ農協　可真支店 
旧あかいわ農協　小野田支店 
熊山支所 
 
山陽体育館 
 
高月公民館 
西山公民館 
あかいわ農協　赤坂支店 
 
あかいわ農協　笹岡支店 
 

４月２６日 
〃 

４月２７日 
〃 

４月２８日 
〃 

５月１日 
〃 

５月２日 
〃 

５月８日 
〃 

５月９日 
〃 

５月１０日 
〃 

１０：００～１１：００ 
１２：３０～１４：００ 
１０：００～１２：００ 
１３：００～１５：００ 
１０：００～１２：００ 
１３：３０～１５：００ 
１０：００～１２：００ 
１３：００～１５：００ 
１０：００～１２：００ 
１３：００～１５：００ 
１０：００～１２：００ 
１３：３０～１５：００ 
１０：００～１２：００ 
１３：００～１５：００ 
１０：００～１２：００ 
１３：００～１５：００ 

（水） 
 

（木） 
 

（金） 
 

（月） 
 

（火） 
 

（月） 
 

（火） 
 

（水） 
 

地　域 場　　　所 期　　　日 

はかりの定期検査を受けましょうはかりの定期検査を受けましょう
　取引または証明に使用されているはかり（家庭用を除く）は、
計量法により２年に１回の定期検査を受けるこ
とが義務づけられています。 
　市内のはかりについて、次のとおり定期検
査を実施しますので、これに該当するはかりは、
必ず受検してください。 
　なお、出荷時に農協などで再計量を受ける
ものは、任意検査です。 
※検査は、はかりの種類によって異なりますが有料です。 
【検査対象】 
　¡商店、事務所、農家等にある商売用はかり 
　¡病院、医院、薬局等の業務用はかり 
　¡学校、幼稚園、福祉施設等の体重測定用はかり 
　¡宅急便取次店における料金特定用はかり 
【問い合わせ先】 
　岡山計量検定所　1０８６-２４１-０５６１ 
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無
事
故
・
無
違
反 

優
良
運
転
者
募
集
中  

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座（
岡
山
・
津
山
） 

　オーストラリアの学校で、ホームステイをしなが
ら日本語の授業を手伝ってみませんか。 

　山陽東小学校と１０年以上交流を続けている南オ
ーストラリア州のマウントバーカー・ウォルドルフス
クールでは、小学生から高校生の日本語授業をボラ
ンティアでお手伝いいただくアシスタント教師を募
集しています。 
 
【応募資格】２０歳以上で日常生活程度の英会話がで

き、子どもと接するのが好きな人 
【期　　間】７月２４日～９月２９日 
【費　　用】１日約千円（３食・送迎付き）往復の旅費 

や保険料も自己負担 
【人　　数】１人 
【申込期限】５月１０日（水）まで 
 
●問い合わせ・申し込み先 
　赤磐市国際交流協会事務局（本庁企画課） 
　1０８６-９５５-２６９２ 
 

¡
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
井
支
所 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）２
５
３
３ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

         

　
春
の
日
差
し
を
体
い
っ
ぱ
い
に

浴
び
て
、
熊
山
登
山
コ
ー
ス
を
歩

き
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い 

日
　
時
　
四
月
十
六
日
（
日
） 

　
午
前
九
時
集
合 

　
（
千
躰
野
球
場
・
熊
山
橋
下
） 

内
　
容
　
五
・
八 

コ
ー
ス
（
山

　
頂
で
随
時
解
散
、
雨
天
中
止
） 

参
加
費
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

     

　
平
成
十
八
年
秋
の
交
通
安
全
県

民
運
動
期
間
中
に
表
彰
さ
れ
る
優

良
運
転
者
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

表
彰
の
種
別
な
ど 

      

◎
右
の
期
間
以
上
、
無
事
故
・
無

　
違
反
で
自
動
車
を
運
転
し
、
他

　
の
模
範
と
な
る
者 

◎
業
務
優
良
運
転
者
と
は
、
仕
事

　
で
お
お
む
ね
毎
日
二
時
間
以
上

　
（
二
時
間
未
満
の
人
は
一
般
優

　
良
運
転
者
と
み
な
す
。
）
自
動

　
車
を
運
転
し
て
い
る
者 

◎
初
め
て
申
請
す
る
人
は
、
五
年

　
表
彰
（
一
般
優
良
運
転
者
は
十

　
年
表
彰
）
か
ら
申
請
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

申
込
期
限
　
五
月
十
九
日
（
金
） 

必
要
書
類 

　
q
申
請
書
類
w
無
事
故
・
無
違

反
証
明
書
（
郵
便
振
替
申
込
用
紙

で
郵
便
局
か
ら
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
岡
山
県
事
務
所
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
七
百
円
と
郵
便

振
替
払
込
料
金
必
要
） 

問
い
合
わ
せ
先 

（
申
請
書
類
を
備
え
て
い
ま
す
） 

¡
赤
磐
警
察
署
交
通
課 

　
1
０
８
６（
９
５
２
）０
０
２
９ 

¡
本
庁
生
活
環
境
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
８
３ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
３ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

     

　
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
と
就
業
に

関
す
る
知
識
を
習
得
し
て
自
信
を

持
っ
て
再
就
職
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
。 

応
募
資
格
　
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
な
ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中

断
し
、
再
就
職
の
意
思
が
あ
る
女

性
で
講
座
終
了
後
す
ぐ
に
就
職
で

き
る
状
態
に
あ
り
、
講
座
の
全
期

間
を
受
講
で
き
る
人
。 

受
講
期
間 

¡
岡
山
会
場 

　
五
月
九
日
（
火
）
か
ら
六
月
十

　
五
日
（
木
）
【
毎
週
火
か
ら
金

　
曜
日
の
二
十
三
日
間
】 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

¡
津
山
会
場 

　
五
月
十
七
日
（
水
）
か
ら
六
月

　
二
十
三
日
（
金
）
【
毎
週
水
か

　
ら
土
曜
日
の
二
十
三
日
間
】 

　
午
前
十
時
十
分
〜
午
後
四
時
十
分 

受
講
場
所 

¡
岡
山
会
場 

　
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
西
日

　
本
電
子
計
算
学
院
第
一
ビ
ル
（
岡

　
山
市
駅
前
町
） 

¡
津
山
会
場 

　
津
山
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
「
さ
ん
・
さ
ん
」 

受
講
料 

　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
） 

定
　
員
　
各
会
場
二
十
八
人
（
選

　
考
に
よ
り
決
定
） 

申
込
期
間
・
方
法 

¡
岡
山
会
場 

　
四
月
十
一
日
（
火
）
か
ら
四
月

　
十
四
日
（
金
）
の
午
前
九
時
三

　
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
に

　
本
人
が
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
へ
来

　
所
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。 

¡
津
山
会
場 

　
四
月
十
九
日
（
水
）
か
ら
四
月

　
二
十
二
日
（
土
）
の
午
前
十
時

　
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
に

　
本
人
が
津
山
男
女
共
同
参
画
セ

　
ン
タ
ー
へ
来
所
の
う
え
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

¡
岡
山
会
場 

　
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー 

　
岡
山
市
中
山
下
一
ノ
八
ノ
四
五 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル
一
七
階 

　
1
０
８
６（
２
３
５
）３
３
０
７ 

¡
津
山
会
場 

　
津
山
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
「
さ
ん
・
さ
ん
」 

　
津
山
市
新
魚
町
一
七 

　
ア
ル
ネ
津
山
五
階 

　
1
０
８
６
８（
３
１
）２
５
３
３ 

   

はかりの定期検査を受けましょう
種
　
別 

区
　
分 

業
務
優
良 

運
転
者 

一
般
優
良 

運
転
者 

・
十
年
表
彰 

・
二
十
年
表
彰 

・
五
年
表
彰 

・
十
年
表
彰 

・
十
五
年
表
彰 

募

集
 

熊
山
ハ
イ
キ
ン
グ 

参
加
者
募
集
！  

キ 　
ロ 
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手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

受
講
者
募
集
！ 

オ
ー
プ
ン
ペ
タ
ン
ク
in
赤
磐 

  
　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
採
用
試
験
の
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

受
験
資
格 

○
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ

　
の
人 

○
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
以
降
生

　
ま
れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人 

　
q
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び

　
　
平
成
十
九
年
三
月
ま
で
に
大

　
　
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人 

　
w
人
事
院
が
q
に
掲
げ
る
人
と

　
　
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　
　
る
人 

採
用
予
定
数
　
約
九
百
五
十
人
（
採

　
用
予
定
数
は
平
成
十
七
年
末
現

　
在
の
も
の
で
あ
り
、
変
動
す
る

　
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
人
事

　
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。
） 

試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度 

受
験
受
付
期
間 

　
四
月
三
日
（
月
）
か
ら
四
月
十

四
日
（
金
）
ま
で
（
四
月
十
四
日

ま
で
の
消
印
有
効
） 

受
験
申
し
込
み
先 

　
第
一
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国

　
税
局 

第
一
次
試
験 

【
試
験
日
】
六
月
十
一
日
（
日
） 

【
試
験
地
】 

　
広
島
国
税
局
管
内
で
は
、
松
江

　
市
、
岡
山
市
、
広
島
市 

【
試
験
科
目
】
教
養
試
験
（
多
枝

　
選
択
式
）
、
専
門
試
験
（
多
枝

　
選
択
式
、
記
述
式
） 

【
第
一
次
試
験
合
格
発
表
】 

　
七
月
四
日
（
火
） 

　
第
二
次
試
験
が
あ
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

¡
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課 

　
試
験
研
修
係 

　
〒
７
３
０
―
８
５
２
１
　 

　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
六
ノ
三
〇 

　
1
０
８
２（
２
２
１
）９
２
１
１ 

　
ま
た
は
税
務
署
総
務
課
へ 

¡
国
税
庁 

　http://w
w
w
.nta.go.jp/ 

¡
広
島
国
税
局 

　http://w
w
w
.hiroshim

a.nta. 

　go.jp/ 

     

　
手
話
の
入
門
講
座
を
開
講
し
ま

す
。
手
話
を
勉
強
し
て
み
た
い
人

は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
回
の

講
座
は
、
初
心
者
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。 

日
　
時 

　
五
月
十
一
日
（
木
）
開
講 

　
毎
週
木
曜
日
　
全
二
十
回 

　
午
後
七
時
〜
九
時 

場
　
所
　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流

　
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
市
在
住
・
在
勤
の
十
八

　
歳
以
上
の
人 

定
　
員
　
三
十
人
（
先
着
順
） 

受
講
料
　
無
料
（
教
材
代
等
実
費

　
は
個
人
負
担
） 

申
込
期
間
　 

　
四
月
二
十
一
日
（
金
）
ま
で 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
５ 

    

　
ペ
タ
ン
ク
協
会
で
は
、
ペ
タ
ン

ク
を
楽
し
み
な
が
ら
市
民
と
県
下

の
愛
好
者
の
交
流
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
に
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
四
月
二
十
三
日
（
日
） 

　
午
前
八
時
〜
午
後
三
時
（
予
定
） 

場
　
所
　
市
立
桜
が
丘
小
学
校 

参
加
費
　 

　
一
チ
ー
ム
（
三
人
）
三
千
円 

　
（
当
日
の
昼
食
弁
当
一
個
八
百

　
円
※
希
望
者
の
み
） 

申
し
込
み
方
法
（
電
話
可
） 

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
参
加
費
を
添
え
て
（
郵
送

の
場
合
は
現
金
書
留
で
）
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

※
参
加
費
は
、
原
則
と
し
て
返
金

　
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

　
い
。 

国
税
専
門
官
募
集 

「春風に のせて広がれ 無事故の輪」 
「春風に のせて広がれ 無事故の輪」 〜

地
域
防
犯
活
動
〜

地
域
防
犯
活
動
〜 

〜
地
域
防
犯
活
動
〜 

　
全
国
で
子
供
を
狙
っ
た
事
件
が
相
次
ぐ
中
、
地
域
の
安

全
を
守
る
自
主
防
犯
活
動
団
体
の
存
在
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
岡
山
県
下
で
は
三
百
六
十
七
隊
、
約
三
万
四
千
四
百
人

が
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
青
色
回
転

灯
を
搭
載
し
て
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
は
二
十
二
団
体

（
自
治
体
八
）
五
十
六
車
両
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
（
平

成
十
七
年
十
二
月
末
現
在
） 

　
赤
磐
市
で
も
桜
が
丘
地
域
安
全
推
進
協
議
会
が
、
青
色

回
転
灯
を
搭
載
し
て
の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
市
で
は
四
月
一
日
よ
り
犯
罪
や
事
故
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
自
主
的
に

取
り
組
ん
で
い
る

地
域
の
防
犯
活
動

を
推
進
す
る
委
嘱

要
綱
を
制
定
し
ま

し
た
。
学
校
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
自

主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、

地
域
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
地
域
の

安
全
を
守
り
ま
し

ょ
う
！ 
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お
知
ら
せ 

農
業
振
興
地
域
農
用
地 

か
ら
の
除
外
申
請 

和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
休
業

の
お
知
ら
せ 

18年2月中 

17年2月中 

増 減  

18年2月末 

17年2月末 

増 減  

89 

131 

－42 

161 

239 

－78

29 

41 

－12 

49 

65 

－16

1 

2 

－1 

1 

2 

－1

7 

4 

3 

10 

5 

5

30 

52 

－22 

54 

82 

－28

60 

90 

－30 

112 

174 

－62

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成18年赤磐市交通事故発生状況（2月） 

締
め
切
り 

　
四
月
十
日
（
月
）
必
着 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　 

　
〒
７
０
９
―
０
７
９
２
　 

　
赤
磐
市
松
木
六
二
三
　 

　
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

          

　
農
用
地
区
域
内
の
土
地
は
、
農

業
上
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
宅
地
な
ど
へ
の
農
地

転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
む
を
得

ず
転
用
す
る
場
合
は
農
地
法
に
基

づ
く
農
地
転
用
許
可
に
先
立
ち
、

事
前
に
そ
の
土
地
を
農
用
地
区
域

か
ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

　
除
外
す
る
に
は
、
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。 

q
農
用
地
区
域
外
に
代
替
す
べ
き

　
土
地
が
な
い
。 

w
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
利
用

　
上
の
支
障
が
軽
微
で
あ
る
。 

e
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団

　
性
が
保
た
れ
る
。 

r
変
更
後
、
土
地
利
用
の
混
在
が

　
生
じ
な
い
。 

t
基
盤
整
備
事
業
の
完
了
後
八
年

　
以
上
経
過
し
た
区
域
で
あ
る
。 

y
転
用
計
画
実
現
の
見
込
み
が
確

　
実
で
あ
る
。 

※
他
法
令
の
許
可
な
ど
が
見
込
め

　
な
い
転
用
計
画
で
の
申
し
出
は

　
受
理
で
き
ま
せ
ん
。 

除
外
申
出
書
受
付
期
間 

　
四
月
三
日
〜
四
月
二
十
八
日 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
１
７
４ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 

※
除
外
の
申
し
出
が
あ
っ
た
土
地

　
に
つ
い
て
は
、
公
告
縦
覧
期
間

　
中
、
ど
な
た
で
も
縦
覧
で
き
ま

　
す
。 

      

　
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
次
の
日
程
で
休

業
し
ま
す
。 

　
収
集
お
よ
び
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
へ
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

休
業
日 

　
五
月
三
日
（
水
）
〜
　
五
日
（
金
） 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

  

４月６日から１５日までの１０日間、県下一斉に春の交通安全県民運動が実施されます。 

★最重点目標 
　子どもと高齢者の交通事故防止 
★重点目標 
　¡自転車の安全利用の推進 
　¡シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
　¡交差点における正しい通行の徹底 

　春先は、入園や入学により、慣れない道を園児や児童が通学しています。 
ドライバーの皆さん、思いやりを持った運転を心がけてください。 
　また、残念なことに、平成１７年岡山県市町村別交通危険度ランキングで、赤磐市はワースト１位という不名
誉な結果となりました。その中でも、速度３０km以上超過の違反件数が、前年に比べて３４件も増加しています。
「自分は交通事故を起こさない」と過信していませんか？ いつ、どこで、誰が事故に遭うかはわかりません。 
 交通安全は、一人一人が思いやりの心を持って行動することが大切です。この期間中に、家庭や地域、学校・
職場で交通安全について話し合い、みんなで、事故や違反のない赤磐市にしましょう。 

「春風に のせて広がれ 無事故の輪」 
「春風に のせて広がれ 無事故の輪」 「春風に のせて広がれ 無事故の輪」 〜

地
域
防
犯
活
動
〜 
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鳥獣の保護および狩猟の適正化 
（傷病鳥獣の保護目的） 
¡全ての野生の鳥獣の捕獲等の許可 
　（傷病鳥獣の保護目的） 

鳥獣の保護および狩猟の適正化 
（農林水産業被害防止目的） 
¡次の野生の鳥獣の捕獲等の許可 
　（農林水産業被害防止目的） 
　カワウ、ゴイサギ、ダイサギ、コサギ、アオサギ、マガモ、カ
　ルガモ、コガモ、ヒドリガモ、トビ（鳥類10種） 

キジバト、カワラバト（ドバト）、ヒヨドリ、ニュウナイス
ズメ、スズメ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、（鳥類
7種）、ニホンザル、タヌキ、イノシシ、ニホンジカ、ヌー
トリア、ノウサギ（獣類6種）については、従来から各
市町村が担当窓口です。 

地域密着型サービスとなる定員30人未満の介護
専用型特定施設に係る有料老人ホーム以外のも
のは、従来どおり県民局が担当窓口です。 
 

相談員の証明書は、各市町村長が発行しますが、
相談業務に変更はありません。 
 

土地改良事業の施行に係る地域又は土地改良区
の地区が2以上の市町村の区域にわたる場合に
ついては、従来どおり県民局が担当窓口です。 
 

有料老人ホームの設置届出受理等 
¡有料老人ホームの設置届出の受理 
¡有料老人ホームの廃止等の届出の受理 
¡有料老人ホーム設置者に対する報告の徴収 
　および調査 
¡有料老人ホーム設置者に対する改善命令 

未熟児の訪問指導に関する事務 
¡未熟児の訪問指導 
¡低体重児の届出の受理 

未熟児の養育医療に関する事務 
¡養育医療給付申請書の受理 
¡養育医療継続申請書の受理 
¡養育医療券記載事項変更届の受理 
¡養育医療券再交付申請書の受理 

身体障害者相談員の委託 

知的障害者相談員の委託 

煙火（花火）に関する火薬類の消費許可等 
¡煙火の消費の許可 
¡煙火の消費場所への立入検査 

電気用品販売事業者等に関する報告徴収等 

電気用品販売事業者に対する立入検査等 

耕作目的の農地の権利移動の許可 
¡農地法第3条第1項の規定による農地および 
　採草放牧地に係る所有権の移転等の許可 
¡上記許可に係る立入調査、通知および報告の徴収等 

土地改良区等における換地計画に関する事務 
¡換地計画の認可申請 
¡換地処分の届出 
 
土地改良区の定款等に関する事務 
¡定款変更の認可申請 
¡役員就退任等の届出 

土地改良区の監督に関する事務 
¡土地改良区の検査 

土地改良区等における事業計画の適否決定および認可 
¡事業計画の認可申請 
¡工事完了の届出 

¡本庁産業振興課 
　1086-955-6175 
¡赤坂支所産業建設課 
　1086-957-4824 
¡熊山支所産業建設課 
　108699-5-1217 
¡吉井支所産業建設課 
　1086-954-1319

¡本庁産業振興課 
　1086-955-6175 
¡吉井支所産業建設課 
　1086-954-1366

¡本庁社会福祉課 
　1086-955-1115 
 

¡本庁保健福祉課 
　（山陽保健センター） 
　1086-955-1117 
¡赤坂支所健康福祉課 
　1086-957-4822 
¡熊山支所健康福祉課 
　108699-5-1293 
¡吉井支所健康福祉課 
　1086-954-1374

¡本庁社会福祉課 
　1086-955-1115 
 

¡赤磐消防本部予防課 
　1086-955-2244

¡本庁生活環境課 
　1086-955-4783

¡農業委員会事務局 
　1086-955-6174 
¡赤坂支所産業建設課 
　1086-957-4824 
¡熊山支所産業建設課 
　108699-5-1217 
¡吉井支所産業建設課 
　1086-954-1319

赤磐市に移譲された事務 
 （下段の「・」は主な事務内容） 

備　　　　考 
事務の担当窓口 

平成18年4月1日から 
＜赤磐市＞ 

※ご不明な点は、下記の窓口までお問い合わせください。また、県ホームページ「市町村への事務・権限の移譲」 
　（http://www.pref.okayama.jp/somu/gyokaku/izyo/izyo.htm）をご参照ください。 
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山陽電気 
藤本商店 
太田商事 
セブンイレブン岡山山陽団地口店 
あかいわ農業協同組合　山陽支店 
山陽マルナカ山陽店 
くすりのラブ山陽町店 
おかやまコープ　コープ山陽 
ヤマザキショップ　オカダ 
イズミ山陽店 
ハピッシュ山陽店 
ファミリーマート山陽中島店 
緑屋 
ナンバ山陽店 

リックコーポレーション　タイム山陽店     
花房商店     
セブンイレブン赤磐五日市店     
ノアスギモト     
ウチダ酒店     
あかいわ農業協同組合　西山支店  
トシオカ化粧品店 
小竹森商店 
サンフレッシュ太田 
ざ･ほわいときんぐ　桜が丘店 
キムラヤのパンネオポリス山陽専売店 
ファミリーショップみやこ 
マックスバリュ桜が丘店 

福島商店 
赤坂ストアー 
ハピーマート赤坂店 
ザグザグ赤坂店 
セブンイレブン赤磐町苅田店 
あかいわ農業協同組合　赤坂支店 
くりまさ 

コメリハード＆グリーン赤坂店 
サークルK岡山赤坂店 
Yショップきしもと 
湯原商店  
末平ストアー 
あかいわ農業協同組合　笹岡支店  

高倉商店 
ハピーマート吉井店 
LIFE SQUAREティオ吉井店  
中務商店 
堤商店 
黒田商店  
佐々奈美  

河相商店 
平井商店 
平尾商店 
湯原商店  
秋山商店 
あかいわ農業協同組合　仁美支店 

松田商店 
河本商店  
にしやま 
マックスバリュ桜が丘店 
オオヤマ商事 
あかいわ農業協同組合　可真支店 
サークルＫ　岡山熊山店 
小野田ふれあい市場 

花谷商店  
コメリハードアンドグリーン熊山店 
岡野商店 
我澤商店  
あかいわ農業協同組合　熊山支店 
エーコープ岡山　Ａコープくまやま店 
ナンバ山陽店 

●山陽地域 

●赤坂地域 

●熊山地域 

●吉井地域 

市町村区域内の町又は字の区域変更等 
¡町又は字の区域変更等の届出の受理 
¡町又は字の区域変更等の告示 

財産区の財産処分の同意に関する事務 
¡財産区の財産処分に関する協議及び同意 

許可権限は県から市町村に移譲されますが、受付
窓口は従来から市町村です。 

県指定史跡名勝天然記念物の現状変更許可等 
（軽微な変更に係るもの） 

公有地の拡大の推進に関する法律に基づく事務 
¡土地を譲渡しようとする場合の届出等の受理 
¡土地の買取りの協議を行う地方公共団体の決定および 
　当該地方公共団体等が買取りの協議を行う旨の通知 
¡土地の買取りを希望する地方公共団体がない旨の通知 

¡本庁総務課 
　1086-955-4770

¡本庁産業振興課 
　1086-955-6175 
¡吉井支所産業建設課 
　1086-954-1319

¡教育委員会社会教育課 
　1086-955-0710

¡本庁建設課 
　1086-955-1487

赤磐市に移譲された事務 
 （下段の「・」は主な事務内容） 

備　　　　考 
事務の担当窓口 

平成18年4月1日から 
＜赤磐市＞ 

☆指定ごみ袋と収集エリアは、旧町単位となっています。また、収集日の朝に、決められたごみ集積所にごみを出してください。 
☆指定ごみ袋の購入に際しては、必ず自分の住んでいる地域の袋かどうかを確認の上、購入してください。 

※引換券の廃止にともない、赤磐市役所での取り扱いはなくなりました。 
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横
山
　
明
美
 

藤
本
　
町
江
 

是
松
　
文
子
 

尾
関
文
巳
枝
 

出
原
　
敬
一
 

三
輪
　
康
明
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６－９５５－２６９２ 
 

よ
し
い
川
柳
の
会
 

熊
山
わ
か
ば
会
 

大
自
然
を
 

全
身
で
感
じ
た
日
 

　
二
月
二
十
五
日
（
土
）
に
「
磐

っ
子
わ
く
わ
く
探
検
」
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
磐
梨
の

自
然
を
全
身
で
味
わ
お
う
と

始
ま
っ
た
も
の
で
、
第
十
一

回
と
な
る
今
回
は
、
道
な
き

道
を
歩
き
『
秋
郷
・
加
山
』

を
目
指
し
ま
し
た
。
 

　
参
加
し
た
の
は
磐
梨
小
学

校
区
の
親
子
五
十
人
。
い
ざ

山
に
入
っ
て
み
る
と
聞
き
し

に
勝
る
道
、
と
い
う
よ
り
道

が
無
い
！
悪
戦
苦
闘
す
る
こ

と
三
時
間
。
疲
れ
て
声
も
出

な
く
な
っ
た
こ
ろ
、
突
然
目

の
前
に
開
け
た
大
眺
望
。
加

山
の
展
望
台
に
到
着
で
す
。
（
車

で
行
け
ば
す
ぐ
で
す
）
そ
こ

で
地
元
・
加
山
の
人
た
ち
が

用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
桜
の

苗
木
を
植
樹
。
こ
こ
は
す
で
に
、

知
る
人
ぞ
知
る
桜
の
名
所
な

の
で
し
た
。
そ
の
後
、
み
ん

な
で
ぜ
ん
ざ
い
を
い
た
だ
き

身
も
心
も
ポ
カ
ポ
カ
に
。
 

　
地
元
の
大
自
然
と
人
の
心

の
あ
っ
た
か
さ
を
再
発
見
し

た
今
回
の
「
磐
っ
子
わ
く
わ

く
探
検
」
。
次
は
ど
こ
で
何

を
し
よ
う
か
な
。
 

 

磐
っ
子
わ
く
わ
く
探
検
 

代
表
　
梶
原
洋
一
　
　
  

¡
智
に
長
し
弁
慶
の
鞭
よ
義
経
の
主
従
の
絆
に
富
樫
の
仁
…
…
…
…
…
森
本
　
季
男
 

¡
吹
雪
く
中
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
こ
こ
ろ
意
気
に
吾
れ
は
負
け
じ
と
注
連
飾
作
る
 

…
…
…
…
横
山
　
昌
子
 

¡
晩
秋
の
野
路
を
歩
み
見
つ
け
し
は
密
や
か
に
咲
く
可
憐
な
野
菊
…
…
青
木
　
幸
子
 

¡
す
っ
き
り
と
手
入
れ
を
さ
れ
し
松
の
枝
を
眩
し
く
観
る
は
積
も
る
初
雪
 

…
…
…
…
土
井
　
昌
子
 

¡
「
百
歳
ま
で
は
生
き
る
」
と
常
に
語
る
兄
は
熱
の
下
が
る
も
言
葉
が
出
な
い
 

…
…
…
…
広
瀬
喜
代
子
 

¡
実
家
よ
り
帰
宅
の
嫁
の
手
土
産
は
数
多
の
惣
菜
母
の
手
作
り
…
…
…
須
藤
　
貞
子
 

¡
散
り
終
え
し
庭
の
も
み
じ
を
掻
き
寄
せ
ば
こ
こ
ろ
清
し
も
近
ず
く
歳
暮
 

…
…
…
…
芳
形
　
　
操
 

¡
手
馴
れ
た
る
仕
種
で
子
を
抱
き
慈
し
む
久
に
会
う
息
に
こ
こ
ろ
潤
う
 

…
…
…
…
森
田
　
経
子
 

¡
つ
つ
が
な
く
還
暦
迎
う
今
日
の
日
よ
吾
れ
を
支
え
る
夫
に
感
謝
す
 

…
…
…
…
小
野
　
境
子
 

¡
戌
歳
の
初
日
を
拝
む
は
れ
晴
れ
と
健
や
か
願
う
吾
は
〈
戌
歳
〉
…
…
石
田
　
乙
江
 

¡
寒
干
し
の
四
割
り
大
根
は
日
日
細
り
甘
き
に
お
い
は
軒
に
漂
う
…
…
濱
田
　
政
恵
 

¡
街
に
住
み
老
い
ゆ
く
叔
父
を
案
じ
つ
つ
紅
葉
一
ひ
ら
便
り
に
添
え
る
 

…
…
…
…
宇
高
　
圭
子
 

¡
母
の
握
る
梅
干
入
り
の
お
に
ぎ
り
は
真
夜
の
空
腹
を
満
た
す
嬉
し
も
 

…
…
…
…
川
崎
　
朋
子
 

¡
年
の
瀬
の
寒
波
の
到
来
冷
え
し
る
く
山
茶
花
の
上
に
傘
を
た
て
や
る
 

…
…
…
…
松
田
　
英
雄
 

¡
星
月
夜
の
石
段
上
る
初
詣
で
境
内
揺
る
が
す
清
麻
呂
太
鼓
…
…
…
…
松
田
　
　
恵
 

¡
喪
中
と
う
葉
書
の
一
葉
吾
に
届
き
何
も
語
ら
ず
若
き
友
逝
く
…
…
…
奥
田
　
孝
子
 

¡
小
春
日
の
季
節
は
ず
れ
を
清
ら
か
に
啼
く
は
鶯
歌
会
の
朝
…
…
…
…
小
野
　
房
子
 

¡
遥
か
過
ぎ
紅
白
の
歌
聞
き
な
が
ら
他
界
の
母
に
合
掌
を
す
る
…
…
…
山
田
　
貞
子
 

¡
暖
か
き
ふ
る
ま
い
受
け
て
熊
山
の
山
頂
に
立
ち
初
日
を
迎
う
…
…
…
山
田
　
　
忍
 

¡
ひ
と
く
み
の
親
子
連
れ
な
り
寒
に
入
る
川
原
に
高
く
凧
を
揚
げ
お
り
 

…
…
…
…
行
正
　
昭
枝
 

¡
そ
れ
夫
の
夢
語
り
合
う
新
年
は
曾
孫
の
成
長
に
思
い
を
馳
せ
る
…
土
肥
原
千
枝
子
 

¡
霜
月
に
山
の
麓
は
紅
葉
し
て
ひ
ら
ひ
ら
と
散
り
土
に
化
す
…
…
…
…
岡
野
　
露
子
 

¡
こ
の
束
子
誰
の
手
に
渡
る
か
と
思
い
つ
つ
心
編
み
込
む
朝
の
楽
し
も
 

…
…
…
…
暮
地
岩
い
さ
代
 

¡
御
社
の
庭
に
集
え
る
山
里
の
村
人
を
つ
つ
む
初
日
や
さ
し
も
…
…
…
禾
　
　
弘
文
 

¡
積
む
雪
に
ふ
く
ら
む
椿
の
無
気
力
さ
苦
し
み
て
な
ほ
差
し
陽
待
つ
が
に
 

…
…
…
…
杉
山
つ
や
子
 



玉ねぎと人参の 
　　コンソメスープ 

赤　坂　支　部 

栄養
委員
の 

★
お
知
ら
せ
 

　
読
者
の
ペ
ー
ジ
の
俳
句
・
短

歌
・
川
柳
は
応
募
者
が
多
数
の

た
め
紙
面
の
都
合
で
平
成
十
八

年
度
は
、
会
で
一
回
（
一
人
一

句
）
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
会
の
人
数
が
多
い
場

合
は
二
回
に
分
け
て
の
掲
載
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
今
ま
で
い
た
だ
い
て
い
た

作
品
は
今
回
ま
と
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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◆材料（４人分） 
　¡玉ねぎ　１/２個 
　¡人参　１/２個 
　¡バター　１０ｇ  
　¡水　６００cc 
　¡固形スープの素　２個 
　¡パセリのみじん切り　少々 
 
◆作り方 
　q玉ねぎは２～３Aの薄切りにする。 
　w人参は３～４Aの短冊切りにする。 
　e鍋にバターを溶かし玉ねぎと人参を
　　入れて炒める。 
　r材料がしんなりしてきたら水と固形スー
　　プを入れてやわらかくなるまで煮る。 
　t味をみて、薄いようなら、塩、胡椒
　　を入れる。 
　y器に盛ってパセリのみじん切りを散
　　らす。 
 
　パンにもご飯にも良く合います。好み
で溶き卵を入れてもおいしいです。具材
を変えたりして我が家流にアレンジして
みてはいかがですか。 

「
犬
」
 

¡
ブ
ル
ド
ッ
グ
か
ら
チ
ワ
ワ
賀
状
に
犇
め
け
り
 

¡
戌
年
の
犬
が
賀
状
で
競
い
あ
い
 

¡
狛
犬
の
様
な
阿
吽
の
夫
婦
連
れ
 

¡
主
役
の
座
犬
に
奪
ら
れ
て
職
が
な
い
 

¡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
人
間
並
に
ペ
ッ
ト
犬
 

¡
ダ
イ
エ
ッ
ト
犬
に
引
か
れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

¡
押
売
り
が
帰
っ
た
あ
と
で
犬
が
吠
え
 

¡
赤
信
号
散
歩
の
犬
も
足
を
止
め
 

¡
児
が
歩
き
犬
が
抱
か
れ
て
初
詣
で
 

¡
名
犬
と
呼
ば
れ
過
酷
な
芸
を
売
り
 

¡
犬
が
居
て
家
族
の
愚
痴
も
食
う
て
く
れ
 

¡
野
良
犬
の
或
る
日
鎖
を
恋
し
が
る
 

 

 藤

原

信

子

 

伊

賀

禮

子

 

羽

原

芳

恵

 

光

川

利

勝

 

稲
田
は
る
子
 

福

井

陽

炎

 

草

野

淑

子

 

堤
　
た
も
つ
 

杉

山

順

子

 

谷
井
妣
榔
子
 

戸

川

　

浩

 

岩

藤

孔

明

 

赤
坂
川
柳
教
室
 

¡
客
来
る
も
手
許
休
め
ぬ
牡
蠣
割
女
 

¡
梅
咲
け
リ
山
ふ
と
こ
ろ
に
疎
く
生
く
 

¡
陽
の
恵
み
土
の
温
み
や
福
寿
草
 

¡
誕
生
餅
背
に
孫
一
歩
春
立
つ
日
 

¡
焚
火
し
て
い
も
の
焼
け
し
と
携
帯
に
 

¡
飴
色
の
鯨
尺
あ
り
針
供
養
 

¡
雪
吊
り
の
み
な
ぎ
る
力
輝
け
り
 

¡
整
然
と
箸
袋
な
ら
ぶ
暖
房
裡
 

¡
診
察
を
待
つ
白
梅
の
壷
の
前
 

¡
杜
甫
の
詩
を
読
み
解
く
春
の
夕
べ
か
な
 

 

広
瀬
喜
代
子

広
瀬
　
玉
恵
 

土
井
　
昌
子
 

山
田
　
智
子
 

長
宗
眞
寿
子
 

矢
部
　
昌
子
 

藤
田
　
照
代

那
須
予
志
江
 

矢
部
　
敦
子
 

津
田
　
忠
彦
 

 

熊
山
九
光
俳
句
会
 

¡
新
年
に
初
釜
い
わ
い
お
点
前
す
正
客
な
べ
て
親
し
友
垣
…
…
…
…
…
小
野
　
充
恵
 

¡
雨
上
が
り
最
前
列
に
て
小
旗
振
り
心
お
ど
ら
す
一
般
参
賀
…
…
…
…
武
本
嵯
起
子
 

¡
一
つ
超
え
ま
た
一
つ
超
え
て
ひ
た
ぶ
る
に
耐
え
来
し
数
多
を
甦
す
雪
の
夜
 

…
…
…
…
藤
原
　
　
操
 

¡
二
千
年
前
の
母
の
慈
愛
伝
わ
り
く
哺
乳
器
添
え
し
嬰
児
の
ミ
イ
ラ
 

…
…
…
…
日
下
部
隆
子
 

¡
言
葉
で
は
通
じ
難
き
も
妻
の
面
は
「
笑
み
」
に
て
こ
こ
ろ
は
安
ら
ぎ
て
お
り
　
　
 

…
…
…
…
上
原
　
　
仁
 

¡
父
母
は
亡
く
ふ
る
さ
と
遠
く
墓
の
前
供
え
し
花
を
見
る
は
さ
み
し
も
 

…
…
…
…
和
気
　
友
恵
 

¡
帰
省
せ
る
う
か
ら
集
い
て
賑
に
ぎ
し
話
題
は
常
に
曾
孫
が
主
役
…
…
矢
部
　
浜
子
 

¡
豪
雪
の
被
害
に
耐
う
る
新
潟
の
人
ら
を
想
い
て
張
る
は
注
連
飾
…
…
矢
部
恵
美
子
 

¡
年
毎
に
交
わ
す
賀
状
の
数
を
増
し
老
い
の
無
聊
は
薔
薇
色
と
な
る
 

…
…
…
…
南
　
　
順
子
 

¡
キ
ッ
チ
ン
の
ケ
ト
ル
の
映
え
る
友
の
家
わ
が
家
の
薬
缶
の
底
を
磨
か
な
 

…
…
…
…
小
倉
　
庸
子
 

¡
〈
か
ら
た
ち
〉
の
祈
り
を
こ
め
て
衿
合
わ
せ
夫
と
見
つ
め
る
暁
の
海
 

…
…
…
…
山
田
　
京
子
 

¡
雨
降
れ
ば
田
畑
は
黒
く
光
り
い
て
野
菜
も
息
し
て
収
穫
を
待
つ
…
…
末
藤
　
　
都
 

¡
庭
揚
げ
餅
を
作
り
続
け
て
幾
歳
ぞ
歳
に
は
勝
て
ぬ
も
望
み
を
繋
ぐ
…
鈴
木
　
綾
子
 

¡
陽
だ
ま
り
の
庭
に
咲
き
た
る
蝋
梅
よ
風
も
か
ぐ
わ
し
春
を
待
つ
が
に
 

…
…
…
…
南
　
　
静
子
 

ひ
し
 

う
と
 



２・３月のできごと 
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吉
井
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連
盟 

　
二
月
四
日
（
土
）
に
土
器
づ
く
り
講
座
を
、
十
八
日
（
土
）

に
野
焼
き
を
行
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
も
大
人
も
そ
の
ま
な
ざ
し
は
真
剣
そ
の
も
の
。
粘

土
を
こ
ね
て
土
器
や
は
に
わ
作
り
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。
出

来
上
が
っ
た
作
品
は
二
週
間
ほ
ど
か
け
て
乾
燥
さ
せ
、
窯
を

使
わ
ず
桜
が
丘
球
場
横
の
広
場
で
野
焼
き
を
行
い
完
成
。 

　
素
朴
な
風
合
に
焼
き
上
が
っ
た
作
品
の
表
情
は
十
人
十
色
。

焼
き
む
ら
や
ヒ
ビ
割
れ
が
昔
の
人
の
土
器
作
り
の
苦
労
を
し

の
ば
せ
ま
す
。 

（
赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
） 

 

青
パ
ト
出
発
式 

　
二
月
十
八
日
（
土
）
、
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
津
山
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
、

吉
井
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連
盟
冬
季
野
外

学
習
交
歓
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
小
学
四
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
三
十
六
人
が
、
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
、
自
然
観
察
ビ
ン
ゴ
、
奉
仕

作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ス
ケ
ー
ト
体
験
で
は
、
氷
の
冷
た

さ
と
格
闘
し
な
が
ら
、
上
手
に
滑
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
次
に
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
は
、

「
自
然
観
察
ビ
ン
ゴ
」
を
行
い
ま
し

た
。
白
い
花
の
名
前
を
調
べ
た
り
、

石
や
木
の
下
を
は
ぐ
っ
た
り
、
楽
し

み
な
が
ら
、
自
然
体
験
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
周
辺
の
坂

道
を
中
心
に
、
奉
仕
作
業
を
行
い
七

袋
分
の
ゴ
ミ
を
集
め
ま
し
た
。 

　
冬
の
自
然
に
触
れ
た
充
実
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。 

　
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
は
　
Ｆ
（
友
情
）
Ｏ
（
秩

序
）
Ｓ
（
奉
仕
）
を
あ
ら
わ
し
、
自

然
・
社
会
体
験
活
動
を
と
お
し
て
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

　
二
月
二
十
八
日
（
火
）
、
教
育
委
員

会
で
は
、
地
域
の
防
犯
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
公
用
車
二
台
に
青
色
回
転

灯
を
設
置
し
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

と
し
ま
し
た
。 

　
中
央
公
民
館
前
で
行
わ
れ
た
出
発
式

で
は
、
荒
嶋
市
長
、
赤
磐
警
察
署
長
が

「
青
パ
ト
の
導
入
で
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。 

　
続
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
な
ど

の
交
付
を
行
い
、
青
少
年
健
全
育
成
セ

ン
タ
ー
の
真
野
義
一
育
成
員
が
運
転
手

を
代
表
し
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。 

　
式
が
終
わ
る
と
、
山
陽
小
学
校
の
下

校
時
間
に
合
わ
せ
て
巡
回
を
し
ま
し
た
。 

▲地域の防犯のために巡回します 

s
た
く
さ
ん
の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た 

赤
磐
市
市
勢
要
覧
が
で
き
ま
し
た
。 

　
赤
磐
市
誕
生
一
周
年
を
迎

え
、市
勢
要
覧（
本
編
四
十
二

ペ
ー
ジ
・
資
料
編
八
ペ
ー
ジ
）を

五
千
部
作
成
し
ま
し
た
。
県

内
外
の
自
治
体
、図
書
館
、資

料
館
、
来
訪
者
な
ど
に
配
布

し
赤
磐
市
の
紹
介
に
役
立
て

ま
す
。 

s
は
に
わ
作
り
に
夢
中 

s
う
ま
く
焼
き
上
が
っ
た
か
な 
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三
月
三
日（
金
）、岡
山
市
の
三
光
荘
で

岡
山
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、私
も
出
席
し
ま
し
た
。 

　
旧
町
時
代
か
ら
広
報
を
担
当
し
て
四

年
。
写
真
を
含
め
広
報
紙
を
作
っ
て
い
て

も
果
た
し
て
良
い
広
報
紙
が
で
き
て
い
る

の
か
、良
い
写
真
が
撮
れ
て
い
る
の
か
が
判

ら
ず
に
い
ま
し
た
が
、今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
評
価
を
い
た
だ
け

て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
し
か
も
広
報
紙

部
門
と
写
真
部
門
の
二
部
門
で
の
受
賞

と
い
う
こ
と
で
、ダ
ブ
ル
の
喜
び
と
な
り
ま

し
た
。 

　
今
回
の
こ
の
受
賞
を
糧
に
、こ
れ
か
ら

も
よ
り
良
い
広
報
紙
を
皆
さ
ん
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,601人（－２１）　 

21,780人（－１７）　 

23,821人（－４）　 

15,972世帯（＋１５） 

（3月1日現在） 

（　）は2月１日との差 

周
匝
保
育
園
が
イ
チ
ゴ
狩
り 

　
二
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
温
か
い
一

日
（
水
）
、
周
匝
保
育
園
の
園
児
四
十

四
人
全
員
で
、
西
山
フ
ァ
ー
ム
に
イ
チ

ゴ
狩
り
に
行
き
ま
し
た
。 

　
水
耕
栽
培
で
、
真
っ
赤
に
熟
れ
た
イ

チ
ゴ
。
子
ど
も
た
ち
は
、
次
か
ら
次
と

口
に
運
ん
で
食
べ
ま
し
た
。
と
っ
て
も

甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
よ
。 

　
イ
チ
ゴ
狩
り
の
後
は
、
山
陽
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
に
お
邪
魔
し
て
コ
ー
ス
を
見
学

し
な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
と
っ

て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

  

　
三
月
三
日
（
金
）
、
市
内
で
唯
一
の
県

立
高
校
、
備
作
高
等
学
校
（
周
匝
）
で
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
あ
と
一
年
で
備
作
高
は
廃
止
と
な
る
た

め
、
送
り
出
す
生
徒
は
二
年
生
だ
け
で
し

た
が
、
卒
業
生
・
在
校
生
・
先
生
が
一
体

と
な
っ
た
卒
業
式
で
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
市
内
の
幼
稚
園
児
百
四
十
九

人
、
小
学
校
児
童
四
百
八
十
五
人
、
中
学

校
生
徒
四
百
九
十
五
人
も
卒
業
し
ま
し
た
。 

 

s
お
い
し
〜 

s
花
束
と
と
も
に
贈
る
言
葉 

　
二
月
二
十
二
日
（
水
）
、
岡
山
県
が
建
設
し
て
い

る
自
動
車
専
用
道
路
「
美
作
岡
山
道
路
」
熊
山
・
佐

伯
間
が
開
通
し
ま
し
た
。 

　
一
般
通
行
開
始
に
先
立
ち
、
旧
佐
伯
町
の
学
び
館

「
サ
エ
ス
タ
」
で
関
係
者
約
三
百
人
の
出
席
の
も
と

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
石
井
県
知
事
が
「
南
北
の
交

流
を
活
発
に
し
、
勝
英
、
東
備
地
域
と
岡
山
市
と
の

ア
ク
セ
ス
や
地
域
発
展
の
面
で
大
き
な
期
待
が
持
て

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
そ
の
後
、
場
所

を
佐
伯
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
移
し
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

岡
山
県
警
音
楽
隊

の
演
奏
に
合
わ
せ

て
白
バ
イ
を
先
頭

に
地
元
関
係
者
な

ど
を
乗
せ
た
車
列

が
熊
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
走

り
初
め
を
し
ま
し
た
。 

 

 

▲地元関係者を乗せた車列が走り初め ▲佐伯インターチェンジでテープカット 
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面
長
な
顔
に
だ
ん
ご
鼻
、
そ

し
て
真
一
文
字
に
結
ん
だ
口
。

な
ん
と
も
愛
嬌
が
あ
り
、
見
る

人
を
な
ご
ま
せ
る
た
た
ず
ま
い

を
も
つ
石
仏
。
そ
れ
が
文
英
様

石
仏
で
す
。 

　
文
英
様
石
仏
は
、
そ
の
お
だ

や
か
な
顔
立
ち
と
は
不
似
合
い

な
混
乱
の
世
、
戦
国
時
代
の
一

五
三
三
〜
一
五
八
二
年
（
天
文

二
〜
天
正
一
〇
）
の
約
五
十
年

間
に
、
岡
山
市
高
松
を
中
心
に

高
松
平
野
一
帯
と
赤
磐
市
山
陽

地
域
な
ど
の
限
ら
れ
た
地
域
で

作
ら
れ
ま
し
た
。
素
材
に
は
自

然
石
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
平
ら

な
面
に
質
素
で
素
朴
な
独
特
の

風
貌
を
も
つ
延
命
地
蔵
や
宝
性  

地
蔵
、
十
一
面
観
音
な
ど
が
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
作
風
は
、
当

時
の
仏
像
の
基
本
図
像
や
規
範

か
ら
は
逸
脱
し
た
も
の
で
、
こ

の
地
域
独
特
の
も
の
で
す
。
民

衆
が
個
人
的
な
供
養
の
た
め
に

造
立
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な

独
特
な
作
風
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
外
見
と
同
様
、
そ
の
名
称
も

特
徴
的
で
あ
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
か
？
「
文
英
様
石
仏
」
の
「
文

英
様
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
は
高
松
平
野
で
見
つ
か
っ

た
複
数
の
石
仏
に
刻
ま
れ
て
い

た
人
名
「
文
英
」
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
文
英
は
、
造
仏
活
動

で
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た

半
僧
半
俗
的
な
性
格
の
僧
侶
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
「
文

英
」
の
名
前
を
冠
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
総
数
約
百
五
十
体
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

う
ち
の
四
十
二
体
は
赤
磐
市
内

の
尾
谷
、
高
屋
、
南
方
、
沼
田
、

中
島
、
軽
部
な
ど
に
所
在
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
地

蔵
菩
薩
で
、
道
べ
り
の
あ
ぜ
や

小
さ
な
お
堂
な
ど
に
ま
つ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
高
屋
の
下
の
鼻

石
仏
群
は
、
墓
地
の
入
口
に
置

か
れ
た
六
地
蔵
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
市
内
に
は
、
銘
文
が
刻

ま
れ
た
石
仏
が
三
体
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
中
島
の
千
光
寺
境
内

に
あ
る
石
仏
に
は
「
永
禄
十
年

三
月
十
四
日
千
光
寺
秀
盛
」
と

刻
ま
れ
て
お
り
、
永
禄
十
年
（
一

五
六
七
年
）
に
造
立
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ほ
か
の
二

体
に
は
、「
妙
善
」（
中
島
・
千

光
寺
）、「
道
好
」（
尾
谷
）
と
人

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
石
仏
は
、
文
英
様
石
仏
の

造
立
目
的
を
示
す
良
好
な
資
料

と
言
え
ま
す
。 

  

四
百
年
以
上
の
時
を
経
た
今
日

も
、
文
英
様
石
仏
は
春
の
日
差

し
の
な
か
、
穏
や
か
な
微
笑
み

を
た
た
え
な
が
ら
民
家
の
裏
や

路
傍
な
ど
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た

ず
ん
で
い
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

　 

■
文
英
様
石
仏 の 

6
2
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暮らしのカレンダー 
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公民館へ行こう 

情報BOX
まちのわだい 
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広報 

平成18年4月1日 

t
高
屋
文
英
様
石
仏 

高屋文英様石仏 

253

高陽幼稚園 

赤磐市役所 

砂
川 

山陽郷土資料館 

中央公民館 

山陽グラウンド・ 
山陽体育館 

山陽ふれあい公園 

岡山和服短期大学校 

県道
可真
上山
陽線
 

県
道
岡
山
吉
井
線 

▲下の鼻石仏群 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

ほ
う
し
ょ
う 

ぶ
ん
え
い
よ
う
せ
き
ぶ
つ 
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